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૯
合
安
全
プ
ラ
ン
２
０
３
０
案
を
公
ද

経
Ӧ
ڭ
育
ҕ
員
会
を
開
催

ద
正
化
事
業
ࢦ
ಋ
ҕ
員
会
を
開
催

ঁ
性
部
、都
࢈
業
ہ
と
意
見
ަ
׵

ܯ
ࢹ
ி
が
ަ
通
安
全
対
策
強
化
を
要
請

２４５６７

౦
ト
ڠ
の
̔
年

度
計
画
案
で
は
、

υ
ラ
イ
ό
ー
フ
ァ

ー
ス
ト
の
ࢹ
点
に

ج
づ
き
、「
時
代

の
変
化
に
応
え
る

積
極
༧
ࢉ
」
を
ฤ

成
し
た
。
ト
ラ
ッ

ク
ద
正
化
ೋ
法
へ

の
積
極
的
な
౤

ࢿ
、
ক
来
を
見
ਾ

え
た
会
員
ج
൫
の

強
化
、
υ
ラ
イ
ό
ー
フ
ァ
ー

ス
ト
事
業
の
ॆ
実
と
い
っ
た

各
分
野
に
重
点
഑
分
し
て
い

る
。
ま
た
、
ط
ଘ
事
業
に
つ

い
て
は
実
੷
に
ج
づ
い
て
見

直
し
、経
අ
࡟
ݮ
を
ਤ
っ
た
。

事
業
ผ
の
༧
ࢉ
案
・
施
策
は

次
の
と
お
り
。

ở
༌
ૹ
ͷ
҆
શ
ͷ
֬
อ
ʹ
ؔ

͢
Δ
ࣄ
ۀ
Ỡ
ử
༧
ࢉ
案
２
ԯ

３
４
̔
・
５
万
ԁ（
લ
年
度

比
10
・
４
ˋ
૿
）

ợ
৽
ن
ࣄ
ۀ
Ụ

˜
運
స
者
講
श
へ
の
̚
ラ

ー
ニ
ン
グ（
動
画
ࢹ
ௌ
）ಋ
入

ợ
֦
ॆ
ࣄ
ۀ
Ụ

˜
定
期
݈
߁
਍
அ
受
਍
අ

用
ॿ
成
の
１
人
当
た
り
ॿ
成

ֹ
૿
ֹ
⽅
１
人
当
た
り
２
０

０
０
ԁ
ˣ
１
人
当
た
り
３
０

０
０
ԁ

˜
ਭ
຾
時
ແ
呼
吸
঱
ީ
܈

ݕ
ࠪ
අ
用
ॿ
成
の
１
人
当
た

り
ॿ
成
ֹ

૿
ֹ
⽅
１
人
当
た
り
１
５

０
０
ԁ
ˣ
１
人
当
た
り
２
５

０
０
ԁ

˜
ࢧ
部
講
श
会（
ト
ラ
ッ

ク
ద
正
化
ೋ
法
・
労
務
؅
ཧ

な
ど
）の
開
催
経
අ
ॿ
成
ֹ

૿
ֹ
⽅
１
０
０
万
ԁ
ˣ
３

０
０
万
ԁ

「̃
ಇ
き
や
す
い
৬
場
認

ূ
制
度
」取
ಘ
අ
用
ॿ
成

ॿ
成
࿮
の
૿
⽅
15
社
ˣ
38

社
˜
υ
ラ
イ
ό
ー
運
స
໔
ڐ

取
ಘ
අ
用
ॿ
成

ॿ
成
࿮
の
૿
⽅
１
９
５
人

ˣ
２
１
５
人

˜
自
動
点
呼
機
ث
ಋ
入
ଅ

進
ॿ
成

ॿ
成
࿮
の
૿
⽅
50
୆
ˣ
１

２
０
୆

ợ
ܧ
ଓ
ࣄ
ۀ
Ụ

˜
運
行
؅
ཧ
者
一
ൠ
講
श

受
講
料
ॿ
成

˜
ト
ラ
ッ
ク
フ
ỻ
ス
タ
̩

̤
̠
̮
̤
２
０
２
６
の
開
催

ở
α
ồ
Ϗ
ε
ͷ
վ
ળ
ٴ
ͼ
޲

্
ʹ
ؔ
͢
Δ
ࣄ
ۀ
Ỡ
ử
༧
ࢉ

案
７
３
３
５
万
ԁ（
લ
年
度

比
１
・
２
ˋ
૿
）

ợ
ܧ
ଓ
ࣄ
ۀ
Ụ

˜
広
報
අ

˜
パ
ソ
コ
ン
η
ϛ
ナ
ー

˜
中
小
ا
業
大
学
校
受
講

料
ॿ
成

˜
৴
用
อ
ূ
料
の
ॿ
成

ở
؀
ڥ
ͷ
อ
શ
ʹ
ؔ
͢
Δ
ࣄ

ۀ
Ỡ
ử
༧
ࢉ
案
２
６
１
̔
・

３
万
ԁ（
લ
年
度
比
1Ā
・
６

ˋ
ݮ
）
「˞
グ
Ϧ
ー
ン
・
エ

コ
ਪ
進
׆
動
」
事
業
අ
は
一

ൠ
会
計
へ
移
؅

ợ
ܧ
ଓ
ࣄ
ۀ
Ụ

˜
ল
エ
ω
対
策
用
機
ث
ಋ

入
ิ
ॿ
の
ॿ
成

˜
̚
̫
ト
ラ
ッ
ク
ಋ
入
ิ

ॿ
の
ॿ
成

˜
近
代
化
ج
ۚ
に
よ
る
༥

ࢿ
あ
っ
せ
ん

ར
ࢠ
ิ
څ
率
⽅
０
・
６
ˋ

ˣ
０
・
９
ˋ

ở
ద
ਖ਼
Խ
ʹ
ؔ
͢
Δ
ࣄ
ۀ
Ỡử

༧
ࢉ
案
６
２
４
５
・
２
万
ԁ

（
લ
年
度
比
０
・
６
ˋ
૿
）

ợ
ܧ
ଓ
ࣄ
ۀ
Ụ

˜
ࢧ
部
༌
送
相
ஊ
所
運
Ӧ

අ
ิ
ॿ
౳

˜
巡
回
ࢦ
ಋ
、
ద
正
化
事

業
ௐ
ࠪ
業
務
౳
の
ద
正
化
事

業ởࡂ
֐
ʹ
ࡍ
͠
෺
ࢿ
Λ
ӡ
ૹ

͢
Δ
ମ
੍
ͷ
੔
උ
ʹ
ؔ
͢
Δ

ࣄ
ۀ
Ỡử
༧
ࢉ
案
１
０
４
６・

９
万
ԁ（
લ
年
度
比
５
・
４

ˋ
૿
）

ợ
ܧ
ଓ
ࣄ
ۀ
Ụ

˜
ۓ
ٸ
物
ࢿ
༌
送
体
制
੔

උ
౳˜

防
ࡂ
܇
練
へ
の
ࢀ
Ճ
౳

ở
ަ
෇
ۚ
ࣄ
ۀ
ͷ
ӡ
Ӧ
؅
ཧ
Ỡ

ử
༧
ࢉ
案
６
４
３
２
・
９
万

ԁ（
લ
年
度
比
９
・
３
ˋ
ݮ
）

ợ
ܧ
ଓ
ࣄ
ۀ
Ụ

˜
ࢧ
部
事
業
ਪ
進
の
た
め

の
ࢧ
部
׆
動
運
Ӧ
අ
ิ
ॿ

（
༧
ࢉ
ֹ
の
見
直
し
）

๯
಄
、
原

島
ҕ
員
長
が

あ
い
さ
つ
し
、

「
懸
案
と
な

っ
て
い
た
ܰ

༉
引
取
੫
࢑

定
੫
率
ഇ
止

に
൐
う
ަ
付

ۚ
の
取
り
ѻ
い
は
、̔
年
度

か
ら
５
年
間
、
現
行
制
度
を

ҡ
持
す
る
こ
と
で
༩
野
党
間

が
合
意
し
た
。
国
や
౦
ژ
都

で
も
現
行
水
४
の
ަ
付
ۚ
が

༧
ࢉ
ા
ஔ
さ
れ
た
。
ڠ
会
と

し
て
は
、
ト

ラ
ッ
ク
ద
正

化
ೋ
法
へ
の
対
応
を
進
め
つ

つ
、
会
員
ج
൫
の
強
化
や
݈

߁
਍
அ
の
ॆ
実
な
ど
υ
ラ
イ

ό
ー
フ
ァ
ー
ス
ト
事
業
に
一

૚
取
り
組
み
、
業
界
の
地
Ґ

向
上
を
目
ࢦ
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」と
ड़
べ
た
。

̔
年
度
実
施
計
画
案
に
よ

る
と
、
౦
ژ
都
運
༌
事
業
ৼ

興
ॿ
成
ަ
付
ۚ
は
લ
年
度
比

１
・
３
ˋ
૿
で
、
２
年
Ϳ
り

の
ඍ
૿
。
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

ڠ
会
の
地
方
ద
正
化
事
業
ॿ

成
අ
は
０
・
̔
ˋ
ݮ
と
な
る

が
、
環
境
対
策
ج
ۚ
の
取
り

่
し
や
近
代
化
ج
ۚ
の
ར
ଉ

な
ど
を
合
わ
せ
、
全
体
事
業

අ
は
９
ԯ
７
４
７
９
・
４
万

ԁ（
ಉ
１
・
１
ˋ
૿
）を
計

上
し
た（
ผ
ܝ
ʹ
༧
ࢉ
ͷ
ϙ

Π
ϯ
ト
）。

ج
本
方
਑
と
し
て
、
新
規

事
業
を
積
極
的
に
ݕ
౼
す
る

と
と
も
に
、
ࣥ
行
率
の
低
い

事
業
は
原
則
ഇ
止
・
ൈ
本
的

な
見
直
し
を
し
、
ڠ
会
の
あ

る
べ
き
姿
を
௥
ٻ
す
る
事
業

に
重
点
഑
分
す
る
。
υ
ラ
イ

ό
ー
フ
ァ
ー
ス
ト
事
業
の
ॆ

実
に
１
ԯ
̔
６
１
２
・
４
万

ԁ（
う
ち
新
規
３
１
０
０
万

ԁ
）、
ト
ラ
ッ
ク
ೋ
法
対
応

関
連
に
１
０
０
３
万
ԁ（
ಉ

２
０
０
万
ԁ
）、
会
員
ج
൫

強
化
に
６
７
̔
・
５
万
ԁ
を

計
上
。
一
方
、
ط
ଘ
事
業
は

実
੷
に
ج
づ
き
見
直
し
て
、

18
事
業
で
計
２
２
４
３
・
７

万
ԁ
を
計
上
す
る
。

新
規
事
業
で
は
、
運
స
者

講
श
へ
の
̚
ラ
ー
ニ
ン
グ

（
動
画
ࢹ
ௌ
）
ಋ
入
に
４
０

０
万
ԁ
を
計
上
す
る
ほ
か
、

৘
報
提
供
強
化
の
た
め
౦
ト

ڠ
ϗ
ー
ム
ϖ
ー
ジ
に「
ト
ラ

ッ
ク
ద
正
化
ೋ
法
」
コ
ー
ナ

ー
を
ઃ
ஔ
し「
࣭
ٙ
応
౴
」

コ
ー
ナ
ー
を
新
ઃ
す
る
。

ҕ
員
会
で
は
、
定
期
݈
߁

਍
அ
受
਍
අ
用
ॿ
成
を
１
人

当
た
り
３
０
０
０
ԁ
と
す
る

म
正
案
を
৹
議
し
、
ྃ
ঝ
し

た
。続

い
て
、７
年
度
ަ
付
ۚ

事
業
実
施
計
画
の
変
ߋ
案
を

৹
議
。
今
年
度
༧
ࢉ
の
ࣥ

行
率
は
、
２
月
10
日
現
在
で

8þ
・
４
ˋ
と
し
、
残
ֹ
の
１

ԯ
２
０
３
７
・
７
万
ԁ
は
ج

ۚ
に
଄
成
す
る
と
し
た
。
今

後
、
都
や
ଞ
ݝ
ト
ڠ
の
状
況

を
౿
ま
え
、
近
代
化
ج
ۚ
と

「
多
摩
広
域
防
ࡂ
૔
ݿ
に
お

け
る
実
ಇ
܇
練
」
に
ࢀ
Ճ
し

た
。
都
උ
஝
物
ࢿ
の
෷
い
出

し
オ
ϖ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
、
国

の
プ
ッ
シ
ỿ
ܕ
ࢧ
ԉ
物
ࢿ
の

長
、中
島
秀
・࣏

৓
߁
޾
྆
෭

ࢧ
部
長
が
ࢹ

࡯
。
ࡾ
ଜ
෭
会
長
は「
ա
ڈ

の
਒
ࡂ
や
コ
ロ
ナ
Ւ
な
ど
有

事
の
際
、
荷
物
を
運
べ
る
の

は
զ
々
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
だ
。
υ
ラ
イ
ό
ー
の
օ
さ

ん
に
は
、
社
会
を
ࢧ
え
る
重

要
な
࢓
事
に
ै
事
し
て
い
る

こ
と
を
認
ࣝ
し
て
ほ
し
い
。

そ
の
意
ࣝ
が
、
日
頃
の
安
全

運
స
や
環
境
へ
の
഑
ྀ
を
ଅ

し
、
よ
り
ྑ
い
࢓
事
に
つ
な

が
る
」と
ܹ
ྭ
し
た
。

܇
練
は
運
Ӧ
マ
ニ
ỿ
ア
ル

に
ج
づ
き
、
都
උ
஝
物
ࢿ
の

ൖ
出
や
国
の
プ
ッ
シ
ỿ
ܕ
ࢧ

ԉ
物
ࢿ
の
受
け
入
れ
・
ൖ
出

な
ど
を
実
施
。
都
৬
員
を
中

౦
ト
ڠ
は

２
月
18
日
、

多
摩
広
域
防

ࡂ
૔
）ݿ
立

઒
市
）な
ど

で
行
わ
れ

た
、
౦
ژ
都

が
実
施
す
る

令
和
７
年
度

「
広
域
༌
送

ج
地
運
Ӧ
܇

練
」の
う
ち
、

し
て
׆
用
を
ݕ
౼
す
る
案
を

提
案
し
、ྃ
ঝ
し
た
。

実
施
計
画
案
は
、３
月
10

日
開
催
༧
定
の
ୈ
１
１
５
回

౦
ژ
都
ަ
付
ۚ
事
業
৹
議
ҕ

員
会
に
ࢾ
る
༧
定
。

受
け
入
れ
・
෷
い
出
し
な
ど

の
܇
練
を
行
い
、
有
事
対
応

の
手
ॱ
を
確
認
し
た
。

都
直
下
を
਒
ݯ
と
す
る
強

い
地
਒
の
発
生
を
૝
定
し
、

多
摩
ࢧ
部（
ּ
原
࢙
ٱ
ࢧ
部

長
）か
ら
４
Ἁ
ト
ラ
ッ
ク
４

୆
が
出
動
。
本
部
・
ࢧ
部
合

わ
せ
て
７
人
を
動
員
し
た
。

ま
た
、
ผ
ஂ
体
の
４
Ἁ
ト
ラ

ッ
ク
４
୆
の
ほ
か
、
都
と
ڠ

定
を
݁
Ϳ
大
手
事
業
者
の
作

業
員
も
ࢀ
Ճ
し
た
。

౦
ト
ڠ
本
部
か
ら
は
、
ࡾ

ଜ
Ғ
一
࿠
෭
会
長（
ۓ
ٸ
༌

送
シ
ス
ς
ム
ݕ
౼
ҕ
員
長
）、

多
摩
ࢧ
部
か
ら
ּ
原
ࢧ
部

৺
と
し
た
܇
練

に
、
౦
ト
ڠ
や
ڠ

定
事
業
者
が
連
ܞ

し
て
取
り
組
む
こ

と
で
、
実
務
レ
ϕ

ル
で
の
ڠ
力
体
制

を
確
認
し
た
。

都
උ
஝
物
ࢿ
܇

練
で
は
、
防
ࡂ
૔

ݿ
で
パ
レ
ッ
ト
積

み
さ
れ
た
物
ࢿ
を

積
ࡌ
し
、
立
઒
地

域
防
ࡂ
η
ン
タ
ー

උ
஝
૔
ݿ
へ
༌
送
、
引
き
౉

し
ま
で
を
行
っ
た
。
国
の
プ

ッ
シ
ỿ
ܕ
ࢧ
ԉ
܇
練
で
は
、

防
ࡂ
૔
ݿ
内
ό
ー
ス
間
で
積

ࡌ
・
積
み
下
ろ
し
を
܁
り
ฦ

し
行
っ
た
。

ま
た
、各
܇
練
に
先
立
ち
、

都
৬
員
を
対
象
に
シ
ỿ
Ϧ
ン

ク
แ
૷
や
ϋ
ン
υ
Ϧ
フ
ト
ૢ

作
の
講
श
、
ࢧ
ԉ
物
ࢿ
の
分

ผ
・
ϐ
ッ
キ
ン
グ
実
ಇ
܇
練

も
行
わ
れ
た
。

本
܇
練
は
、
令
和
２
年
３

月
に
క
݁
し
た「
ࡂ
֐
時
に

お
け
る
広
域
༌
送
ج
地
か
ら

の
物
ࢿ
༌
送
౳
に
関
す
る
ڠ

定
ॻ
」
に
ج
づ
き
実
施
さ
れ

た
も
の
。

自
༝
民
主
党
૯
ࡋ
の
高
市

早
苗
衆
議
院
議
員（
ಸ
ྑ
ݝ

２
区
、64
ࡀ
）が
、２
月
18
日

ঌ
集
の
ಛ
ผ
国
会
で
ୈ
１
０

５
代
内
ֳ
૯
ཧ
大
ਉ
に
ࢦ
名

さ
れ
、
ୈ
２
次
高
市
内
ֳ
が

発
଍
し
た
。
こ
れ
に
൐
い
、

新
内
ֳ
の
国
土
ަ
通
大
ਉ
に

は
、
自
民
党
の
ۚ
ࢠ
ګ
೭
衆

議
院
議
員（
۽
本
４
区
、
64

ࡀ
）が
再
೚
し
た
。

７年度
第２回

交
付
金
事
業
実
施

計
画
案
検
討
委
員
会

東ト協

８
年
度

計
画
案

ʮ時୅ͷมԽʹԠ͑Δʯੵ ΁ࢉ༧ۃ

ド
ラ
イ
バ
ー
フ
ァ
ー
ス
ト
事
業
を
充
実

多
摩
支
部
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
４
台
出
動

東ト協 広域輸送基地運営訓練に参加
༗事にඋ͑ྗڠମ੍֬ೝ

適
正
化
二
法
対
応
・
会
員
基
盤
強
化
促
進

国
交
大
臣
に
金
子
氏

第
２
次
高
市
内
閣
が
発
足

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会（
水
野

功
会
長
）は
２
月
10
日
、
東
ト
総

合
会
館
で
令
和
７
年
度
第
２
回
東

京
都
交
付
金
事
業
実
施
計
画
案

検
討
委
員
会（
原
島
藤
壽
委
員
長
）

を
開
催
し
、８
年
度
事
業
実
施
計

画
案
を
審
議
・
了
承
し
た
。
同
計

画
案
は
、ド
ラ
イ
バ
ー
フ
ァ
ー
ス

ト
事
業
の
充
実
を
柱
に
、ト
ラ
ッ

ク
適
正
化
二
法
へ
の
積
極
的
な
投

資
、将
来
を
見
据
え
た
会
員
基
盤

の
強
化
に
重
点
配
分
す
る
内
容

で
、「
時
代
の
変
化
に
応
え
る
積

極
予
算
」と
位
置
付
け
て
い
る
。

ド
ラ
イ
バ
ー
フ
ァ
ー
ス
ト
を
実
践

Ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
導
入
推
進
へ

東ト協
８年度 ަ෇ۚ事ܭࢪ࣮ۀըҊ
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国
土
ަ
通
ল
は
こ
の
ほ

ど
、
事
業
用
自
動
車
の
事
ނ

防
止
に
向
け
た
新
た
な
中
長

期
ࢦ
਑「
事
業
用
自
動
車
૯

合
安
全
プ
ラ
ン
２
０
３
０

（
案
）」
を
公
ද
し
た
。
現
行

の「
プ
ラ
ン
２
０
２
５
」
に

続
く
計
画
で
、
２
０
３
０
年

を
目
ඪ
年
次
と
し
、
事
業
用

自
動
車
全
体
お
よ
び
業
態
ผ

に
数
஋
目
ඪ
を
ઃ
定
し
て
い

る
。「プ

ラ
ン
２
０
２
５
」
が

新
ܕ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

঱
拡
大
や
ܹ
ਙ
化
・
ස
発
化

す
る
ࡂ
֐
な
ど「
新
た
な
日

常
」へ
の
安
全
対
策
を
進
め
、

行
政
・
事
業
者
・
ར
用
者
の

安
全
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
に
よ

る
事
ނ
࡟
ݮ
を
目
ඪ
と
し
て

い
た
の
に
対
し
、「
プ
ラ
ン

２
０
３
０
」
で
は
、
υ
ラ
イ

ό
ー
の
人
手
不
଍
な
ど
事
業

環
境
の
変
化
を
໌
示
し
て
い

る
。ト

ラ
ッ
ク
分
野
で
は
、「
ト

ラ
ッ
ク（
ܰ
՟
物
を
আ
く
）」

と
し
て
新
た
に
区
分
。
２
０

３
０
年
ま
で
に
ᶃ
死
者
数
１

７
５
人
以
下（
૸
行
ڑ
཭
1

ԯ
ἅ
㍍
当
た
り
０
・
30
人
以

下
）、
ᶄ
重
ই
者
数
̔
２
０

人
以
下（
ಉ
１・42
人
以
下
）、

ᶅ
人
਎
事
ނ
件
数
５
̔
０
０

件
以
下（
ಉ
10・04
件
以
下
）、

ᶆ
ҿ
ञ
運
స
θ
ロ
、
ᶇ
௥
ಥ

事
ނ
件
数
な
ど
の
変
動
影
響

を
抑
え
た
、
૯
૸
行
ڑ
཭
当

た
り
の
目
ඪ
ࢦ
ඪ
を
ซ
ه
し

た
ほ
か
、
ܰ
՟
物
を
ผ
࿮
で

ઃ
定
す
る
な
ど
ධ
価
方
法
や

࿮
組
み
を
見
直
し
た
。

ま
た
、
計
画
全
体
の
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
、
υ
ラ
イ
ό
ー

の
高
ྸ
化
に
൐
う
人
手
不
଍

や
݈
߁
起
Ҽ
事
ނ
対
策
の

強
化
、
経
験
の
ະ
ख़
な
υ
ラ

イ
ό
ー
へ
の
安
全
対
策
の
ప

底
、
ѱ
࣭
ҧ
൓
・
重
大
事
ނ

の
再
発
防
止
の
た
め
の
ܒ
発

や
運
స
中
も
ؚ
め
た
運
行
؅

ཧ
の
高
度
化
な
ど
も
盛
り
ࠐ

ん
だ
。
業
態
ผ
の
数
஋
目
ඪ

と
と
も
に
、
事
業
用
自
動
車

全
体
の
事
ނ
࡟
ݮ
に
向
け
、

関
係
者（
行
政
・
事
業
者
・

ར
用
者
）が
講
ず
べ
き
施
策

の
方
向
性
を
ଧ
ち
出
し
て
い

る
。

国
ަ
ল
は

１
月
30
日
、

「
２
０
３
０

年
度
に
向
け

た
૯
合
物
流

施
策
大
ߝ
に

関
す
る
ݕ
౼

会
」（
ୈ
̔

回
）を
開
き
、

次
期「
૯
合

物
流
施
策
大

ߝ
」
に
盛
り

ࠐ
む
提
ݴ
案

事
ނ
件
数
２
３
̔
０
件
以
下

（
ಉ
４
・
12
件
以
下
）と
す

る
目
ඪ
を
ܝ
げ
た
。

「
プ
ラ
ン
２
０
３
０
」
の

目
ඪ
߲
目
は「
プ
ラ
ン
２
０

２
５
」と
ಉ
様
、死
者
数
、重

ই
者
数
、
人
਎
事
ނ
件
数
、

ҿ
ञ
運
స
、
௥
ಥ
事
ނ
件
数

の
５
߲
目
で
ߏ
成
。
各
߲
目

に
つ
い
て
実
数
に
Ճ
え
、
施

策
効
Ռ
を
ద
੾
に
ධ
価
で
き

る
よ
う
、
外
部
要
Ҽ
に
よ
る

国
ަ
ল
は
、「
事
業
用
自

動
車
૯
合
安
全
プ
ラ
ン
２
０

３
０（
案
）」
に
つ
い
て
、
パ

ブ
Ϧ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集

し
て
い
る
。

ಉ
ল
は
、
現
行
の「
事
業

用
自
動
車
૯
合
安
全
プ
ラ
ン

２
０
２
５
」
に
ج
づ
き
、
２

０
２
５
年
ま
で
に
事
業
用
自

動
車
の
ަ
通
事
ނ
死

๢
者
数
を
年
間
２
２

５
人
以
下
と
す
る
こ

と
や
、
ҿ
ञ
運
స
θ

ロ
の
実
現
な
ど
を
目

ඪ
に
ܝ
げ
、
関
係
者

一
体
と
な
っ
て
事
ނ

防
止
対
策
を
ਪ
進
し

て
き
た
。

「
安
全
プ
ラ
ン
２

０
２
５
」
は
本
年
度

と
、
現
行
施
策
に
お
け
る
̠

̥
（̞
重
要
業
੷
ධ
価
ࢦ
ඪ
）

の
ୡ
成
・
進
௙
状
況
を
公
ද

し
た
。現
行
大
）ߝ
21
～
25
年

度
）の
後
ܧ
と
な
る
次
期
大

ߝ
は
、
26
年
度
以
降
の
物
流

政
策
の
ج
本
方
਑
を
定
め
る

も
の
で
、
政
府
は
ݕ
౼
会
の

提
ݴ
を
౿
ま
え
、３
月
末
ま

で
の
ֳ
議
ܾ
定
を
目
ࢦ
す
。

提
ݴ
案
で
は
、
人
口
ݮ
গ

や
୲
い
手
不
଍
、
物
流
の
２

０
２
４
年
問
題
へ
の
対
応
を

背
景
に
、
２
０
３
０
年
度
ま

で
を「
物
流
ֵ
新
の
集
中
改

ֵ
期
間
」
と
Ґ
ஔ
付
け
、
物

流
の
持
続
可
能
性
確
อ
に
向

け
、
次
の
５
߲
目
を
政
策
の

ப
と
し
た
。

ᶃ
α
ồ
Ϗ
ε
ڙ
څ
੍
໿
ʹ
ର

Ԡ
͢
Δ
ͨ
Ί
ͷ
ప
ఈ
త
ͳ
෺

ྲྀ
ޮ
཰
Խ

自
動
運
స
ト
ラ
ッ
ク
や
自

動
物
流
道
࿏
の
社
会
実
૷
、

ダ
ブ
ル
連
݁
ト
ラ
ッ
ク
の
׆

用
な
ど
物
流
ω
ッ
ト
ϫ
ー
ク

の
自
動
化・ল
人
化
を
ਪ
進
。

ま
た
、
効
Ռ
的
な
物
流
体
ܥ

の
ߏ
築
に
向
け
た
イ
ン
フ
ラ

੔
උ
や
新
Ϟ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト

の
ਪ
進
、
地
域
の
ラ
ス
ト
マ

イ
ル
഑
送
な
ど
の
持
続
可
能

な
提
供
の
ҡ
持
・
確
อ
も
盛

り
ࠐ
ん
だ
。

ᶄ
঎
׳
ߦ
ͷ
ݟ
௚
͠
΍
ՙ
ओɾ

ফ
අ
ऀ
ͷ
ߦ
ಈ
ม
༰
ỏ
࢈
ۀ

ߏ
଄
ͷ
స
׵

改
正
物
流
関
連
法
を
通

じ
、
荷
主
・
物
流
事
業
者
・

ফ
අ
者
な
ど
の
連
ܞ
・
ڠ
力

を
強
化
。
ま
た
、
ద
正
な
運

賃
ऩ
受
な
ど
に
向
け
た
価
֨

స
Շ
の
ԁ
׈
化
と
取
引
環
境

の
ద
正
化
を
ਪ
進
し
、
ト
ラ

ッ
ク
ద
正
化
ೋ
法
な
ど
に
よ

り
運
送
業
界
全
体
の
ߏ
଄
స

׵
を
ਪ
進
す
る
。

ᶅ
෺
ྲྀ
ਓ
ࡐ
ͷ
஍
Ґ
ɾ
ೳ
ྗ

ͷ
޲
্
ͱ
࿑
ಇ
؀
ڥ
ͷ
վ
ળ

物
流
人
ࡐ
の
確
อ
と
育

成
、
労
ಇ
環
境
の
改
ળ
、
生

࢈
性
向
上
を
ਪ
進
。
ま
た
、

υ
ラ
イ
ό
ー
の
ٳ
ܜ
環
境
の

改
ળ
や
༌
送
の
安
全
確
อ
に

向
け
た
対
策
を
進
め
る
。

ᶆ
෺
ྲྀ
ඪ
४
Խ
ͱ
෺
ྲྀ
̙
ɾ̭

̜
̭
ͷ
ਪ
ਐ

フ
ỹ
ジ
カ
ル
イ
ン
タ
ー
ω

ッ
ト
の
実
現
を
見
ਾ
え
た
物

流
ඪ
४
化
・
σ
ジ
タ
ル
化
を

ਪ
進
。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ỿ
ー
ト

ラ
ル
の
実
現
に
向
け
た
サ
プ

ラ
イ
ν
ỻ
ー
ン
全
体
の
୤
୸

素
化
を
ਪ
進
す
る
。

ᶇ
α
ϓ
ϥ
Π
ν
ỻ
ồ
ϯ
ͷ
ߴ

౓
Խ
ɾ
ڧ
ᯰ
Խ

ߓ
湾
・
空
ߓ
機
能
強
化
に

よ
る
物
流
の
国
際
ڝ
૪
力
強

化
の
実
現
、
経
済
安
全
อ
ো

や
サ
イ
ό
ー
η
キ
ỿ
Ϧ
ς
ỹ

な
ど
の
確
อ
、
大
規
模
自
વ

ࡂ
֐
な
ど
に
උ
え
た
物
流
ω

ッ
ト
ϫ
ー
ク
の
強
ᯰ
化
を
ଧ

ち
出
し
た
。

あ
わ
せ
て
、
現
行
の「
૯

が
計
画
期
間
の
最
終
年
度
と

な
る
こ
と
か
ら
、
事
業
用
自

動
車
に
係
る
૯
合
的
安
全
対

策
ݕ
౼
ҕ
員
会
な
ど
で
次
期

プ
ラ
ン
の
策
定
に
向
け
て
作

業
を
進
め
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
の
ݕ
౼
を
౿
ま
え
て「
安

全
プ
ラ
ン
２
０
３
０（
案
）」

を
取
り
ま
と
め
た（
ผ
ܝ
ࢀ

র
）。意見

募
集
期
間
は
3
月
1

日
ま
で（
必
着
）。
提
出
は
、

電
ࢠ
政
府
の
૯
合
૭
口（
̴�

̜
̾
ͅ
）の
意
見
提
出
フ
Ỽ

ー
ム
の
ほ
か
、
電
ࢠ
メ
ー
ル

ま
た
は
༣
送
で
受
け
付
け

る
。
د
せ
ら
れ
た
意
見
は
今

後
の
ݕ
౼
ࢿ
料
と
し
、
個
ผ

回
౴
は
行
わ
な
い
と
し
て
い

る
。

ܯ
ࢹ
ி
は
、
՟
物
集
഑
中

の
車
྆
に
係
る
ற
車
規
制
の

見
直
し
を
行
い
、
令
和
７
年

度（
10
月
末
時
点
）の
՟
物

集
഑
中
の
車
྆
専
用
ற
車
ス

ϖ
ー
ス
と
し
て
、
26
か
所
・

計
42
࿮
を
௥
Ճ
૿
ઃ
し
た
。

౦
ژ
都
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
で

ಉ
ҕ
は
３
月
、
会
員
事
業

者
を
対
象
に
実
施
し
た
ற
車

規
制
の
見
直
し
に
関
す
る
ௐ

ࠪ
݁
Ռ
を
౿
ま
え
、
規
制
؇

和
を
ٻ
め
る
エ
Ϧ
ア
を
取
り

ま
と
め
、
ܯ
ࢹ
ி
ަ
通
部
長

に
対
し
、
要
๬
ॻ
を
提
出
す

る
༧
定
と
し
て
い
る
。

な
お
、
՟
物
集
഑
中
の
車

྆
に
係
る
ற
車
規
制
見
直
し

場
所（
令
和
７
年
10
月
末
時

点
）は
、ද
の
通
り
。

合
物
流
施
策
大
ߝ
」
に
ج
づ

く
̠
̥
̞
の
ୡ
成
・
進
௙
状

況
で
は
、
物
流
̙
̭
・
ඪ
४

化
の
ਪ
進
に
よ
る
サ
プ
ラ
イ

ν
ỻ
ー
ン
最
ద
化
、
労
ಇ
力

不
଍
対
策
と
物
流
ߏ
଄
改
ֵ

の
ਪ
進
、
強
ᯰ
で
持
続
可
能

な
物
流
ω
ッ
ト
ϫ
ー
ク
ߏ
築

の
３
分
野
に
つ
い
て
進
௙
を

ま
と
め
、
ト
ラ
ッ
ク
の
積
ࡌ

効
率
や
荷
待
ち・荷
໾
時
間
、

୐
഑
ศ
の
再
഑
ୡ
率
、
υ
ラ

イ
ό
ー
の
年
間
労
ಇ
時
間
・

所
ಘ
水
४
、
Ϟ
ー
ダ
ル
シ
フ

ト
の
進
展
状
況
、̗
̘
（̥
事

業
ܧ
続
計
画
）
੔
උ
な
ど
主

要
ࢦ
ඪ
を
示
し
た
。

ݕ
౼
会
は
２
月
中
に
提
ݴ

を
取
り
ま
と
め
る
༧
定
で
、

国
ަ
ল
は
こ
れ
を
౿
ま
え
て

次
期「
૯
合
物
流
施
策
大
ߝ
」

を
策
定
す
る
。

は
、
ற
車
規

制
が
業
界
の

生
࢈
性
向
上

や
労
ಇ
条
件

の
改
ળ
に
向
け
た
取
り
組
み

の
્
֐
要
Ҽ
の
一
つ
と
な
っ

て
い
る
と
し
て
、
物
流
政
策

ҕ
員
会（
ࡾ
ଜ
Ғ
一
࿠
ҕ
員

長
）を
中
৺
に
対
応
策
を
ݕ

౼
。
こ
れ
ま
で
も
ܯ
ࢹ
ி
ަ

通
部
に
対
し
、
規
制
の
見
直

し
を
要
๬
し
て
き
た
。

貨物集配中の車両に係る駐車規制見直し場所一覧
（令和７年10月末）

所轄署 実施場所〈実施枠数〉 時間

池 袋 豊島区南池袋2-30-11〈1〉 9:00 ～ 20:00

池 袋 豊島区南池袋2-29-13〈1〉 9:00 ～ 20:00

池 袋 豊島区南池袋2-29-12〈1〉 9:00 ～ 20:00

池 袋 豊島区南池袋2-29-11〈1〉 9:00 ～ 20:00

池 袋 豊島区南池袋2-29-10〈1〉 9:00 ～ 20:00

池 袋 豊島区南池袋2-28-13〈2〉 9:00 ～ 20:00

池 袋 豊島区南池袋2-28-10〈2〉 9:00 ～ 20:00

池 袋 豊島区東池袋1-12-5〈4〉 9:00 ～ 20:00

池 袋 豊島区東池袋1-25-6〈2〉 9:00 ～ 20:00

池 袋 豊島区東池袋1-25-22〈5〉 7:00 ～ 20:00

池 袋 豊島区東池袋1-27-3〈1〉 7:00 ～ 20:00

池 袋 豊島区東池袋1-28-1〈1〉 7:00 ～ 20:00

池 袋 豊島区東池袋1-28-10〈3〉 7:00 ～ 20:00

池 袋 豊島区東池袋1-29-1〈1〉 7:00 ～ 20:00

池 袋 豊島区東池袋1-30-3〈3〉 7:00 ～ 20:00

池 袋 豊島区東池袋1-31-16〈1〉 7:00 ～ 20:00

池 袋 豊島区東池袋1-33-3〈1〉 7:00 ～ 20:00

池 袋 豊島区東池袋3-6-8〈1〉 7:00 ～ 20:00

池 袋 豊島区東池袋3-6-7〈1〉 7:00 ～ 20:00

池 袋 豊島区東池袋3-5-11〈1〉 7:00 ～ 20:00

池 袋 豊島区東池袋3-5-5〈1〉 7:00 ～ 20:00

池 袋 豊島区東池袋3-4-3〈2〉 7:00 ～ 20:00

池 袋 豊島区東池袋3-3-5〈1〉 7:00 ～ 20:00

池 袋 豊島区東池袋4-25-9〈1〉 7:00 ～ 20:00

池 袋 豊島区東池袋4-24-13〈2〉 7:00 ～ 20:00

池 袋 豊島区東池袋4-24-3〈1〉 7:00 ～ 20:00

「
事
業
༻
ࣗ
ಈ
ं
૯
߹
安
全
ϓ
ラ
ϯ
２
̌
３
ớ̌
Ҋ
Ờ」ެ
ද

国交省

ܰ
՟
෺
を
෼
཭
͠
ͯ

ઃ
ఆ
࿮
૊
Έ
を
見
௚
͠

՟
෺
ं
ઐ
༻
ற
ं
࿮

஑
ା
Ӻ
प
ล
ùý
か
ॴ
૿
ઃ

ܯ
ࢹ
ி

࣍
ظ
૯
߹
҆
શ
ϓ
ϥ
ϯ
ࡦ
ఆ

ࠃ
ަ
ল

国交省２０３０年見据え再構築
Ҋݴ΁ఏߝ෺ྲྀେظ࣍

݄̏̍ ೔·でパブコメ募集
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国
土
ަ
通
ল
は
、
ࡢ
年
の

集
中
؂
ࢹ
月
間
に
先
立
ち
、

全
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
を

対
象
に
、̔
～
９
月
に
実
施

し
た
実
態
ௐ
ࠪ
の
݁
Ռ
を
公

ද
し
た
。
回
౴
数
２
万
１
０

４
̔
件
の
う
ち
、
荷
主
や
元

請
け
に「
ҧ
൓
原
Ҽ
行
ҝ
が

あ
っ
た
」
と
回
౴
し
た
件
数

は
２
０
０
７
件
で
、
લ
年
度

ௐ
（ࠪ
３
３
０
̔
件
）か
ら

約
４
ׂ
ݮ
গ
し
た
。
こ
れ
に

つ
い
て
、
ಉ
ল
の
ੴ
原
大
物

流
・
自
動
車
ہ
長
は
、
１
月

末
に
行
わ
れ
た
会
見
で「
̜

メ
ン
の
׆
動
が
機
能
し
て
い

る
こ
と
や
、
法
改
正
に
よ
り

荷
主
に
ಇ
き
か
け
て
き
た
こ

と
が
相
ま
っ
て
ݮ
っ
て
い
る

の
で
は
」と
ड़
べ
て
い
る
。

一
方
、
中
ا
ி
が
ࡢ
年
９

定
運
送
ҕ
ୗ
に
お
い
て
、
೩

料
අ
や
労
務
අ
の
上
ঢ
に
対

し
、
ڠ
議
す
る
こ
と
な
く
価

֨
を
ਾ
え
ஔ
く
行
ҝ
の
ほ

か
、
ແ
ঈ
の
໾
務
提
供
や
自

ݾ
都
合
に
よ
る
長
時
間
待
機

の
අ
用
を
ෛ
୲
し
な
い
こ
と

は
、
い
ず
れ
も
ҧ
൓
行
ҝ
に

当
た
る
と
໌
確
化
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
報
復
ા
ஔ
に
関
す

る
ਃ
告
先
と
し
て
、
事
業
所

؅
大
ਉ（
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

は
国
ަ
大
ਉ
）が
௥
Ճ
さ
れ
、

通
報
者
を
報
復
か
ら
क
る
た

め
の
環
境
が
੔
උ
さ
れ
た
。

法
の
ਁ
ಁ
は
重
要
だ
が
、

そ
れ
以
લ
に
、
荷
主
と
対
౳

に
ަ
ব
で
き
る
環
境
づ
く
り

が
ܽ
か
せ
な
い
。
物
流
業
の

社
会
的
地
Ґ
を
向
上
さ
せ
る

方
策
に
つ
い
て
、
も
う
一
度

知
ܙ
を
ߜ
る
時
期
に
き
て
い

る
。（

ラ
Π
λ
ồ

ᖒ
ా
੣
）

月
に
実
施
し
た「
価
֨
ަ
ব

ଅ
進
月
間
フ
Ỽ
ロ
ー
ア
ッ
プ

ௐ
ࠪ
」
の
݁
Ռ
で
は
、
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
は
価
֨
ަ
ব

の
実
施
状
況
が
最
下
Ґ（
30

Ґ
）、
価
֨
స
Շ
の
実
施
状

況
も
低
Ґ
に
と
ど
ま
り
、
原

ࡐ
料
අ
、
エ
ω
ル
ギ
ー
අ
、

労
務
අ
の
స
Շ
率
は
30
ˋ
୆

だ
っ
た
。い
ず
れ
も
લ
回（
半

年
લ
）よ
り
低
下
し
て
い
る
。

ま
た
、
10
社
以
上
の
受
஫

ଆ
中
小
ا
業
か
ら「
主
要
な

取
引
先
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ

た
発
஫
ଆ
ا
業
を
対
象
に
、

価
֨
ަ
ব
や
స
Շ
状
況
な
ど

を
点
数
化
し
て
ௐ
ࠪ
し
た
フ

Ỽ
ロ
ー
ア
ッ
プ
ௐ
ࠪ
ୈ
２
஄

で
は
、
物
流
元
請
け
に
当
た

る
21
社
の
う
ち
、「
価
֨
ަ

ব
で
き
た
」
は
約
半
数
の
11

市
で
実
施
し
た
、
経
済
ஂ
体

な
ど
と
の
２
０
２
５
年
度
࠙

ஊ
会
で
は
、「
価
֨
స
Շ
が

進
ん
で
い
る
と
౴
え
る
中
小

ا
業
は
半
分
を
超
え
て
い
る

感
触
は
あ
る
が
、
残
り
の
半

分
は
長
年
の
׳
श
も
あ
り
、

な
か
な
か
進
ん
で
い
な
い
」

（
長
野
地
区
）、「
ト
ラ
ッ
ク

運
送
は
、
荷
主
に
ҧ
൓
行
ҝ

が
あ
っ
て
も
取
引
を
੾
ら
れ

て
し
ま
う
こ
と
を
ڪ
れ
、
相

ஊ
で
き
な
い
」（
高
দ
地
区
）

と
い
っ
た
੠
が
঺
հ
さ
れ
、

報
復
を
ڪ
れ
ず
に
相
ஊ
で
き

る
体
制
੔
උ
を
ٻ
め
る
意
見

が
挙
が
っ
た
。

ま
た
、̟
̞
̡
̨
が
実
施

し
た
会
員
ア
ン
έ
ー
ト
で

は
、
サ
プ
ラ
イ
ν
ỻ
ー
ン
マ

ω
ジ
メ
ン
ト
ਪ
進
上
の
課
題

と
し
て
、
荷
主
ا
業
か
ら
の

回
౴
は「
物
流
コ
ス
ト
ద
正

化
」
が
5þ
・
３
ˋ
と
最
も
多

く
、２
番
目
に
多
か
っ
た「
̙

̭
へ
の
対
応
」（
30
・
３
ˋ
）

を
大
き
く
上
回
っ
た
。

物
流
に
対
す
る
認
ࣝ
で

は
、「
事
業
者
や
取
引
先
に

よ
る
持
続
可
能
な
物
流
ߏ
築

が
重
要
」「
物
流
は
ڠ
ௐ
ྖ
域

で
あ
り
、
ಉ
業
ଞ
社
と
の
連

ܞ
が
重
要
」
と
の
回
౴
が
上

Ґ
だ
っ
た
も
の
の
、「
物
流

は
コ
ス
ト
で
あ
り
、
コ
ス
ト

࡟
ݮ
が
最
優
先
事
߲
」
と
す

る
回
౴
も
42
・
̔
ˋ
に
ୡ
し

た
。
ま
た
、
回
౴
上
Ґ
の
߲

目
が
લ
年
ௐ
ࠪ
よ
り
低
下
し

て
い
る
の
に
対
し
、「
コ
ス

ト
࡟
ݮ
が
最
優
先
」
の
回
౴

率
は
上
ঢ
し
て
お
り
、
ま
だ

「
物
流
は
コ
ス
ト
」
と
み
る

荷
主
が
多
い
実
態
が
ු
き
ூ

り
と
な
っ
た
。

今
年
１
月
１
日
に
施
行
さ

れ
た
中
小
受
ୗ
取
引
ద
正
化

法（
取
ద
法
چ、
下
請
法
）で

は
、
荷
主
と
物
流
事
業
者
と

の
関
係
も
対
象
と
な
り
、
ಛ

社
に
と
ど
ま
り
、「
価
֨
స

Շ
」
に
至
っ
て
は
、
最
高
点

（
７
点
以
上
）を
獲
ಘ
し
た

元
請
け
は
օ
ແ
だ
っ
た
。

公
取
ҕ
が
全
国
の
主
要
都

ద
ਖ਼
ӡ
௞
ऩ
ड
͸
·
ủͩ
ಓ
൒
͹
Ứ

価格交渉の実施状況は最下位

求められる“社会的地位向上”

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
は

こ
の
ほ
ど
、ୈ
１
３
２
回「
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
景
況

感
」
ௐ
ࠪ
݁
Ռ（
令
和
７
年

10
～
12
月
期
、
଎
報
）を
ま

と
め
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

༌
送
数
ྔ
の
ݮ
গ
や
労
ಇ
力

不
଍
な
ど
マ
イ
ナ
ス
要
Ҽ
が

作
用
し
た
も
の
の
、
ิ
ॿ
ۚ

拡
ॆ
に
よ
る

೩
料
ௐ
ୡ
価

֨
の
下
落
、

運
賃
料
ۚ

水
४
の
改
ળ

ج
ௐ
を
൓
ө

し
、
Ӧ
業
ར

ӹ
・
経
常
ར
ӹ
が
改
ળ
܏
向

に
స
じ
た
こ
と
か
ら
、
景
況

感
の
൑
அ
ࢦ
ඪ
は
（̊
マ
イ

ナ
ス
）
22
・
４
と
、
લ
回
ௐ

（ࠪ
７
年
７
～
９
月
期
）よ

り
１
・
７
⻲
改
ળ
し
た（
以

下
、
ࢦ
ඪ
の
動
向
は
લ
回
ௐ

ࠪ
比
）。

実
ಇ
率
は
˚
13・７
で
・̔

４
⻲
、
実
車
率
は
˚
７
・
５

で
０・４
⻲
そ
れ
ぞ
れ
ѱ
化
。

一
方
、
運
స
者
の
採
用
動
向

は
˚
11
・
̔
で
20
・
２
⻲
上

ঢ
し
、
ޏ
用
動
向（
労
ಇ
力

の
不
଍
感
）は
8Ā
・
４
で
６
・

３
⻲
低
下
す
る
な
ど
、
不
଍

ް
生
労
ಇ
ল
は
、
春
季
に

お
け
る
年
次
有
څ
ٳ
Ջ
の
取

ಘ
ଅ
進
に
向
け
、
事
業
者
に

対
し
計
画
的
な
ٳ
Ջ
取
ಘ
を

౦
ژ
労
ಇ
ہ
は
ຖ

年
３
か
ら
４
月
に
か

け
て
、
時
間
外
・
ٳ

日
労
ಇ
に
関
す
る
36

ڠ
定
ಧ
な
ど
、
労
ಇ

ج
४
؂
ಜ
ॺ
へ
の
各

種
ಧ
出
の
提
出
が
༣

送
・
電
ࢠ
ਃ
請
を
問

わ
ず
集
中
す
る
こ
と

か
ら
、
事
業
者
に
対

し
て
早
め
の
ಧ
出
を

呼
び
か
け
て
い
る
。

こ
の
時
期
は
、
受

付
か
ら
৹
ࠪ
ま
で
１

か
月
以
上
か
か
る
場

が
˚
28
・
０
で
40
・
̔
⻲
ѱ

化
し
た
も
の
の
、
運
賃
・
料

ۚ
の
水
४
は
36
・
０
で
13
・

９
⻲
改
ળ
し
た
。
し
か
し
、

Ӧ
業
ऩ
入
は
４
・
０
で
６
・

５
⻲
の
ѱ
化
と
な
っ
た
。
Ӧ

業
ར
ӹ
も
˚
12
・
０
で
９
・

６
⻲
ѱ
化
し
、
ऩ
ӹ
面
で
は

ݫ
し
さ
が
残
っ
た
。

今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

は
、
物
価
高
や
運
送
原
価
の

上
ঢ
な
ど
に
よ
り
、
実
ಇ
率

は
˚
16
・
１
で
２
・
４
⻲
、

実
車
率
は
˚
14
・
９
で
７
・

４
⻲
そ
れ
ぞ
れ
ѱ
化
の
見
ࠐ

感
は
や
や
ऑ
ま
っ
た
。
こ
の

よ
う
な
状
況
を
൓
ө
し
、
経

常
ଛ
ӹ
は
˚
̔
・
１
で
20
・

２
⻲
と
大
෯
に
改
ળ
し
た
。

業
種
ผ
に
み
る
と
、
一
ൠ

՟
物
で
は
༌
送
数
ྔ
は
˚

10
・
６
で
４
・
３
⻲
改
ળ
、

運
賃
・
料
ۚ
の
水
४
も
41
・

７
で
25
・
̔
⻲
改
ળ
。
こ
れ

に
൐
い
、
Ӧ
業
ऩ
入
は
５
・

３
で
16
・
６
⻲
、
Ӧ
業
ར
ӹ

は
˚
５
・
３
で
32
・
６
⻲
と

大
き
く
持
ち
直
し

た
。一

方
、
ಛ
積
՟

物
で
は
༌
送
数
ྔ

ਪ
進
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て

い
る
。
ຖ
年
10
月
の「
年
次

有
څ
ٳ
Ջ
取
ಘ
ଅ
進
期
間
」

に
続
き
、
年
度
末
・
春
季
に

合
が
あ
り
、ॲ
ཧ
は
提
出
ॱ
。

ಧ
出
後
の
進
௙
確
認
に
は
対

ࢿ
ݯ
エ
ω
ル
ギ
ー

ி
は
２
月
18
日
、「
ੴ

༉
੡
品
価
֨
ௐ
ࠪ
」

݁
Ռ（
16
日
時
点
）を

公
ද
し
た
。
ܰ
༉
の

全
国
ళ
಄
現
ۚ
小
売

価
֨
は
１
４
４
・
９

ԁ
ʗ
Ἄ
で
、
２
週
Ϳ

り
に
લ
週
比
１
・
１

ԁ
஋
上
が
り
し
た
。

౦
ژ
は
１
４
̔
・
２
ԁ
ʗ
Ἄ

で
、
ಉ
２
・
２
ԁ
の
஋
上
が

り
と
な
っ
た
。

令
和
７
年
11
月
13
日
か

ら
、
政
府
に
よ
る
ܰ
༉
引

取
੫
の
࢑
定
੫
率
分
に
対

す
る
段
階
的
な
ิ
ॿ
を
開

始
し
た
こ
と
に
よ
り
、
11

月
25
日
ௐ
ࠪ
で
は
全
国
平

ۉ
１
４
９
・
２
ԁ
ʗ
Ἄ
ま

で
下
落
し
、
そ
の
後
、
̔

年
１
月
1Ā
日
ௐ
ࠪ
で
は
１

４
３
・
０
ԁ
ʗ
Ἄ
ま
で
஋

下
が
り
し
た
。
し
か
し
、
直

近
で
は
や
や
上
ঢ
ج
ௐ
に
స

じ
て
い
る
。

か
け
た
有
څ
取
ಘ
を
ଅ
す
も

の
。
ಇ
き
方
改
ֵ
の
一
環
と

し
て
、
ಇ
き
や
す
い
、
ٳ
み

や
す
い
৬
場
環
境
づ
く
り
を

進
め
る
ૂ
い
だ
。

ಉ
ল
で
は
、
事
業
者
が
自

社
の
年
ٳ
取
ಘ
状
況
や
ಇ
き

方
の
実
態
を
把
握
し
、
改
ળ

に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
、「
ಇ

き
方
・
ٳ
み
方

改
ળ
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
」
を
通

じ
て
関
連
৘
報

を
ܝ
ࡌ
。「
年

次
有
څ
ٳ
Ջ
取

ಘ
ଅ
進
ಛ
ઃ
ϖ

ー
ジ
」（
写
真
）

の
ほ
か
、
؆
қ

的
に
現
状
を
確

認
で
き
る
自
ݾ

਍
அ
π
ー
ル
や

み
。
運
స
者
の
採
用
動
向
は

˚
1Ā
・
９
で
̔
・
１
⻲
低
下

し
、
ޏ
用
動
向
は
Āþ
・
５
で

̔
・
１
⻲
上
ঢ
し
、
労
ಇ
力

の
不
଍
感
が
強
ま
る
見
通
し

だ
。
こ
れ
ら
を
౿
ま
え
、
景

況
感
の
ࢦ
ඪ
は
˚
26・３
と
、

今
回
ௐ
ࠪ
比
で
３
・
９
⻲
ѱ

化
す
る
見
ࠐ
み
と
し
て
い
る

（
以
下
、
ࢦ
ඪ
の
動
向
は
今

回
ௐ
ࠪ
比
）。

業
種
ผ
に
み
る
と
、
一
ൠ

՟
物
で
は
༌
送
数
ྔ
が
˚

16
・
６
で
６
・
０
⻲
、
運

ا
業
の
取
り
組
み
事
ྫ
な
ど

を
公
開
し
て
い
る
。

こ
れ
を
受
け
、
౦
ژ
都
ト

ラ
ッ
ク
ڠ
会
は
、
ಉ
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
な
ど
へ
の
Ϧ
ン
ク

を
౦
ト
ڠ
ϗ
ー
ム
ϖ
ー
ジ
に

ܝ
ࡌ
し
、
ಇ
き
方
・
ٳ
み
方

改
ֵ
に
׆
用
し
て
も
ら
う
よ

う
৘
報
提
供
し
て
い
る
。

応
で
き
な
い
έ
ー
ス
も
あ
る
。

ಉ
ہ
は
、
ް
生
労
ಇ
ল
の

労
ಇ
条
件
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト「
確
か
め
よ
う
労
ಇ
条
件
」

か
ら
の
電
ࢠ
ਃ
請
を
ਪ
঑
し

て
い
る
。
ه
入
࿙
れ
な
ど
を

防
ぐ
エ
ラ
ー
ν
ỻ
ッ
ク
機
能

の
ほ
か
、
ಧ
出
先
労
ج
ॺ
の

自
動
選
୒
機
能
、
次
回
ಧ
出

時
の
Ϧ
マ
イ
ン
υ
・
ෳ
ࣸ
機

能
な
ど
、
作
業
ෛ
୲
の
ܰ
ݮ

に
つ
な
が
る
ԁ
׈
な
手
続
き

が
可
能
と
し
て
い
る
。

「̃
確
か
め
よ
う
労
ಇ
条

件
」
ửI

UUQT���X
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X
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賃
・
料
ۚ
の
水
४
は
2Ā
・
̔

で
11
・
９
⻲
そ
れ
ぞ
れ
ѱ
化

し
、
Ӧ
業
ऩ
入
は
˚
６
・
６

で
11
・
９
⻲
、
Ӧ
業
ར
ӹ
は

˚
11
・
３
で
６
・
０
⻲
ѱ
化

す
る
見
ࠐ
み
。

ಛ
積
՟
物
で
は
、
༌
送
数

ྔ
が
˚
44
・
０
で
16
・
０
⻲

ѱ
化
、
運
賃
・
料
ۚ
の
水
४

が
48
・
０
で
12
・
０
⻲
改
ળ

す
る
も
の
の
、
Ӧ
業
ऩ
入
は

˚
̔
・
０
、
Ӧ
業
ར
ӹ
は
˚

24
・
０
で
そ
れ
ぞ
れ
12
・
０

⻲
ѱ
化
す
る
見
ࠐ
み
。

Τω庁�શࠃฏ̐̍ۉ �̐̕ ԁʹ
ܰ༉̎िͿΓの஋্͕Γ

ް
࿑
ল

東࿑ہ

य़
ق
ͷ
೥
ٳ
औ
ಘ
ଅ
ਐ
΁

úýڠఆ౳ಧग़ૣظఏग़Λ೥
౓
ସ
Θ
Γ
で
ࠞ
ࡶ
ݟ
ࠐ
Ή

運
௞
・
ྉ
ۚ
ਫ
४
͸
改
ળ
܏
޲
΁

Ӧ
ۀ
ར
ӹ
͸
Ұ
ൠ
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ừ
̎
月
1
Ỗ
15
日
Ử

ừ
３
月
1
Ỗ
15
日
Ử

３
日

食
ྐ
専
門
部
会
࠭
౶

ҕ
員
会
・
ഴ
ค
ҕ
員
会
・

ถ
ࠄ
ҕ
員
会
と
関
౦
運
༌

ہ
՟
物
課
ト
ラ
ッ
ク
・
物

流
̜
メ
ン
と
の
意
見
ަ
׵

会
˜
ࡾ
組
৫
合
ಉ
η
ϛ
ナ

ー
˜
ಉ
新
年
会

̑
日

労
務
講
श
会（
～
６

日
）

̒
日

ࢧ
部
事
務
ہ
事
務
長

会
議
˜
ಉ
連
བྷ
会
૯
会
˜

３
日
 

16
時
ử
ロ
ジ
ݚ
物

流
政
策
ษ
強
会（
౦
ト
૯

合
会
館
）
˝
18
時
ử
ಉ
࠙

親
会（
ラ
・
ボ
έ
Ϧ
ア
）

̐
日
 

14
時
ử
物
流
政
策

ҕ
員
会（
౦
ト
૯
合
会
館

ʗ
̬
̴
̱
ซ
用
）

̒
日
 

14
時
ử
૯
務
小
ҕ

員
会（
౦
ト
૯
合
会
館
）

̕
日
 

10
時
30
分
ử
ঁ
性

部
正
෭
本
部
長
会
議（
౦

ト
૯
合
会
館
）
˝
12
時
ử

ಉ
װ
事
会（
ಉ
ʗ
̬
̴
̱

ซ
用
）
˝
14
時
ử
ঁ
性
経

Ӧ
者
物
流
政
策
ษ
強
会

（
౦
ト
૯
合
会
館
）
˝
15

時
30
分
ử
食
ྐ
専
門
部
会

ഴ
・
ค
ҕ
員
会（
ಉ
）

ø÷
日
 

13
時
30
分
ử
౦
ژ

都
ަ
付
ۚ
事
業
৹
議
ҕ
員

会（
౦
ト
૯
合
会
館
ʗ
̬

̴
̱
ซ
用
）
˝
15
時
ử
正

ロ
ジ
ݚ
正
෭
本
部
長
会

議
・
װ
事
会
合
ಉ
会
議
˜

ಉ
η
ϛ
ナ
ー
˜
ಉ
࠙
親
会

̓
日

運
行
؅
ཧ
者
ࢼ
験
事

લ
講
श
会

ø÷
日

౦
ژ
都
ަ
付
ۚ
事
業

実
施
計
画
案
ݕ
౼
ҕ
員
会

˜
正
෭
会
長
会

øù
日

海
上
コ
ン
ς
ナ
専
門

部
会
業
務
ҕ
員
会
˜
経
Ӧ

ڭ
育
ҕ
員
会

øû
日

本
部
集
ஂ
݈
਍（
～

15
日
）

øü
日

青
年
部
ν
Ỿ
Ϧ
ς
ỹ

ゴ
ル
フ
大
会

෭
会
長
会（
ಉ
）

øø
日
 

ロ
ジ
ݚ
ν
Ỿ
Ϧ
ς

ỹ
ゴ
ル
フ
コ
ン
ϖ（
メ
イ

プ
ル
ポ
イ
ン
ト
ゴ
ル
フ
ク

ラ
ブ
）
˝
13
時
30
分
ử
物

流
経
Ӧ
࢜
課
程（
౦
ト
૯

合
会
館
）
˝
15
時
30
分
ử

੫
制
ۚ
༥
ҕ
員
会（
ಉ
ʗ

̬
̴
̱
ซ
用
）

øù
日
 

ロ
ジ
ݚ
海
外
ަ
流

（
マ
レ
ー
シ
ア
・
ク
ア
ラ

ル
ン
プ
ー
ル
ʗ
～
15
日
）

˝
13
時
30
分
ử
ト
ラ
ッ
ク

フ
ỻ
ス
タ
̩
̤
̠
̮
̤
２

０
２
６
ڠ
ࢍ
ا
業
・
ஂ
体

募
集
説
໌
会（
౦
ト
૯
合

会
館
）
˝
14
時
30
分
ử
ಉ

実
行
プ
ロ
ジ
ỻ
ク
ト
会
議

（
ࢧ
部
説
໌
会
）（
ಉ
ʗ
̬

̴
̱
ซ
用
）
˝
15
時
30
分

ử
ಉ
ϫ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
会
議（
౦
ト
૯
合
会
館
）

øú
日
 

16
時
ử
経
Ӧ
者
η

ϛ
ナ
ー（
౦
ト
૯
合
会
館

ʗ
̬
̴
̱
ซ
用
）

購入価格は、購入に関する諸要因
（数量・支払条件・地域ほか）により
多少の幅があります（消費税込み）。軽 油 の 価 格

１
ℓ
当
た
り
の

       

軽
油
価
格

（東ト協調べ）

燃
料
給
油
は
東
京
都
内
で

軽
油
引
取
税
は
地
方
税
で
す

１
月
分

ˑスλϯυ ฏۉ ���25��ԁ
ˑϩʔϦʔ ฏۉ �������ԁ
ˑݩചΓൃߦΧʔυ�� ฏ ۉ ���22��ԁ
ˑσΟʔϥʔൃߦΧʔυ� ฏ ۉ ���2��5ԁ

౦
ト
ڠ
は
３
月
13
日
、
令

和
７
年
度
ୈ
２
回
経
Ӧ
者

η
ϛ
ナ
ー「
キ
Ỿ
Ϧ
ア
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
と
考
え
る
ए
手

社
員
の
育
成
と
定
着
の
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
」（
̬
̴
̱
ซ

用
）を
開
催
す
る
。
ࢀ
Ճ
අ

は
ແ
料（
ࠓ
߸
ʹ
ν
ラ
γ
ಉ

෧
）。時間

は
午
後
４
時
～
５
時

30
分
、
会
場
は
౦
ト
૯
合
会

౦
ト
ڠ
ロ
ジ
ス
ς
ỹ
ク
ス

ݚ
ڀ
会
・
青
年
部
・
ঁ
性
部

の
ࡾ
組
৫
は
２
月
３
日
、
ߓ

区
の
໌
࣏
ه
念
館
で
令
和
７

年
度「
ࡾ
組
৫
合
ಉ
η
ϛ
ナ

ー
」を
開
催
し
た
。

今
回
は
青
年
部
が
୲
当

し
、
ラ
ン
ナ
ー
ズ
代
ද
取
క

໾
で
法
政
大
学
大
学
院
̢
̗

̖
ಛ
೚
講
師
の
関
根
૖
至
氏

が
、「
経
験
者
が
語
る
、本
当

の
事
業
ঝ
ܧ
」
を
ς
ー
マ
に

講
演
。

館
６
階
ݚ
म

ࣨ
。
講
師
は

フ
Ϧ
ー
・
エ

ー
ジ
ỻ
ン
ト
・
ω
ッ
ト
ϫ
ー

ク
取
క
໾
の
中
ଜ
香
৫
氏
。

内
༰
は
、
令
和
の
時
代
に

ଈ
し
た
ए
手
社
員
の
育
成
と

定
着
を
ς
ー
マ
に
、
ए
手
・

؅
ཧ
৬
・
経
Ӧ
者
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
か
ら
、
現
場
に
お
け

る
取
り
組
み
の
方
向
性
を
੔

ཧ
す
る
。

対
象
は
、
౦
ト
ڠ
会
員
事

業
者
の
経
Ӧ
者
、
໾
員
、
؅

ཧ
者
౳
。
会
場
定

員
は
50
人（
定
員

に
な
り
次
ୈ
、
受

付
終
ྃ
）。

関
根
氏
は
実
෕

が
社
長
を
務
め
る

໌
和
޻
業
に
入
社

後
、
早
く
か
ら
Ӧ

業
୲
当
໾
員
に
ब

い
た
が
、
人
事
ධ

価
制
度
の
変
ߋ
や

メ
ー
ル
中
৺
の
ࢦ

示
で
現
場
に
出
な

か
っ
た
こ
と
な

ど
、
自
਎
の
ࣦ
ഊ

経
験
を
঺
հ
。
さ

ら
に
、
事
業
拡
大

を
目
ࢦ
し
て
ϗ
ς
ル
ࢧ
഑
人

と
し
て
６
年
間
ฃ
ಆ
す
る
中

で
、
自
ら
の
限
界
を
知
り
、

৴
པ
関
係
の
重
要
性
や
自
਎

の
໾
ׂ
を
再
認
ࣝ
し
た
と
説

໌
。「
ア
ト
π
ギ
経
Ӧ
者
の

ढ
റ
」
か
ら
཭
れ
、
自
વ
体

で
生
き
る
こ
と
の
大
੾
さ
を

語
っ
た
。

ま
た
、
２
０
１
̔
年
に
代

ද
取
క
໾
社
長
に
ब
೚
後

は
社
内
改
ֵ
を
進
め
、
先
代

の
צ
や
運
に
པ
る
経
Ӧ
か
ら

数
஋
に
ج
づ

く
経
Ӧ
へ
స

׵
。
自
਎
の

౦
ト
ڠ
ロ
ジ
ス
ς

ỹ
ク
ス
ݚ
ڀ
会（
吉

本
঎
一
本
部
長
）・

青
年
部（
ࠤ
藤
文
平

本
部
長
）・
ঁ
性
部

（
原
ྰ
ࢠ
本
部
長
）

の
ࡾ
組
৫
は
２
月
３
日
、
ߓ

区
の
໌
࣏
ه
念
館
で
令
和
̔

年「
ࡾ
組
৫
合
ಉ
新
年
会
」

を
開
催
し
た
。
新
年
会
は
、

７
年
度
合
ಉ
η
ϛ
ナ
ー
に
引

き
続
き
行
わ
れ
た
も
の
で
、

ࡾ
組
৫
の
会
員
事
業
者

が
多
数
ࢀ
Ճ
。
来
ෂ
と

し
て
౦
ژ
運
༌
ࢧ
ہ
の

৫
田
陽
一
ࢧ
ہ
長
、
౦

ト
ڠ
の
水
野
ޭ
会
長
を

は
じ
め
、
各
෭
会
長
・

ࢧ
部
長
ら
が
出
੮
し
た
。

๯
಄
、
青
年
部
の
ࠤ

藤
本
部
長
が
ࡾ
組
৫
を

代
ද
し
て
あ
い
さ
つ

し
、「
物
流
業
界
が
஫

目
さ
れ
、
ة
機
的
状
況

に
あ
る
こ
と
へ
の
認
知

度
が
高
ま
っ
て
い
る
。

ద
正
化
ೋ
法
の
施
行
に

向
け
、
今
後
৘
報
が
開
示
さ

れ
る
と
思
う
が
、
ࡾ
組
৫
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
見
方
も
変

わ
っ
て
く
る
。
最
終
的
に
ど

の
よ
う
な
ܗ
に
な
る
か
は
見

通
せ
な
い
が
、
法
੔
උ
を
通

じ
て
物
流
環
境
の
底
上
げ
に

つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
。
೉
ہ
を
乗
り
越
え
る

た
め
、
ࡾ
組
৫
が
手
を
取
り

合
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」と
ड़
べ
た
。

続
い
て
、
来
ෂ
あ
い
さ
つ

に
立
っ
た
౦
運
ࢧ
ہ
の
৫
田

ࢧ
ہ
長
は
、「
ࡾ
組
৫
の
ݚ

म
会
や
見
学
会
に
ࢀ
Ճ
す
る

中
で
、
そ
の
積
極
的
な
׆
動

が
౦
ト
ڠ
の
エ
ン
ジ
ン
と
な

り
、
業
界
の
発
展
を
け
ん
引

し
て
い
る
と
確
৴
し
た
。
౦

運
ࢧ
ہ
と
し
て
も
ෛ
け
な
い

よ
う
૸
り
続
け
て
い
き
た

い
。
労
ಇ
力
不
଍
な
ど
へ
の

対
策
と
し
て
法
改
正
が
進

み
、
取
引
の
ద
正
化
や
υ
ラ

イ
ό
ー
の
څ
༩
改
ળ
に
向
け

た
環
境
੔
උ
は
進
展
し
て
い

る
が
、
実
効
性
を
確
อ
す
る

た
め
、
引
き
続
き
対
策
を
講

じ
て
い
く
」と
語
っ
た
。

ま
た
、
水
野
会
長
が
౦
ژ

都
の
ࢧ
ԉ
策
に
ݴ
ٴ
し
、「
小

஑
百
合
ࢠ
都
知
事
か
ら
直
઀

電
話
を
い
た
だ
き
、
౦
ژ
都

運
༌
事
業
ৼ
興
ॿ
成
ަ
付
ۚ

に
つ
い
て
、
༧
ࢉ
要
๬
に
対

し
満
ֹ
回
౴
と
な
っ
た
。
ま

た
、̛
̘
（̫
೩
料
電
஑
車
）

ス
ς
ー
シ
ョ
ン
の
੔
උ
に

も
、
ス
ϐ
ー
υ
感
を
持
っ
て

取
り
組
む
と
の
説
໌
を
受
け

た
」
と
報
告
。
さ
ら
に
、
ద

正
化
ೋ
法
の
う
ち
、
ҕ
ୗ
回

数
の
制
限
や
ҧ
法
な
白
ト
ラ

ར
用
へ
の
対
応
が
４
月
か
ら

施
行
さ
れ
る
こ
と
に
触
れ
、

現
在
す
べ
て
の
事
業
者
を
対

象
に
実
施
し
て
い
る「
ద
正

౦
ژ
都
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
経

Ӧ
ڭ
育
ҕ
員
会（
٠
஑
正
ߒ

ҕ
員
長
）は
２
月
12
日
、
౦

ト
૯
合
会
館
で
令
和
７
年
度

ୈ
２
回
ҕ
員
会（
̬
̴
̱
ซ

用
）を
開
催
し
、
７
年
度
事

業
の
実
施
内
༰
を
報
告
す
る

と
と
も
に
、６
年
度
ܾ
ࢉ
൛

の
経
Ӧ
分
ੳ
ௐ
ࠪ
݁
Ռ
に
つ

い
て
説
໌
。
̔
年
度
事
業
の

進
め
方
を
৹
議・ྃ
ঝ
し
た
。

๯
಄
、٠
஑
ҕ
員
長
は「
各

種
ݚ
म
会
や
η
ϛ
ナ
ー
は
、

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
や
関

係
機
関
と
連
ܞ
し
、
̬
̴
̱

な
ど
も
׆
用
し
な
が
ら
開
催

す
る
こ
と
で
、
会
員
事
業
者

に
最
新
৘
報
を
提
供
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
౦
ژ
の
経

Ӧ
分
ੳ
ௐ
ࠪ
に
つ
い
て
は
、

会
員
の
経
Ӧ

課
題
を
把
握

す
る
と
と
も

に
、
経
Ӧ
環

境
な
ど
の
改

ળ
に
つ
な
げ

た
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

議
事
で
は

ま
ず
、
７
年

度
事
業
の
実

施
内
༰
と
し

ਤ
っ
て
い
る
こ
と
が
説
໌
さ

れ
た
。
ま
た
、３
月
13
日
に

開
催
す
る
７
年
度
ୈ
２
回
経

Ӧ
者
η
ϛ
ナ
ー
の
実
施（
ผ

ܝ
ࢀ
র
）を
ྃ
ঝ
し
た
。

౦
ト
ڠ
経
Ӧ
分
ੳ
ௐ
ࠪ
は

平
成
21
年
度
か
ら
実
施
し
て

お
り
、
今
年
度
で
1þ
回
目
。

原
価
に
関
す
る
実
態
ௐ
ࠪ
」

に
つ
い
て
、「
正
確
な
数
ࣈ

に
ج
づ
く
原
価
ߏ
築
に
は
、

օ
様
の
ڠ
力
が
不
可
ܽ
だ
」

と
ཧ
ղ
を
ٻ
め
た
。

こ
の
後
、
ঁ
性
部
の
原
本

部
長
が「
本
日
は
節
分
で
、

ཌ
日
は
立
春
。
春
が
近
づ
い

て
い
る
。
物
流
は
大
き
な
変

ֵ
期
に
あ
る
が
、
ࡾ
組
৫
が

力
を
合
わ
せ
、
春
の
訪
れ
と

と
も
に
多
く
の
成
Ռ
を
勝
ち

取
っ
て
い
こ
う
」
と
呼
び
か

け
、
ס
ഋ
の
発
੠
の
も
と
׻

ஊ
に
入
っ
た
。

最
後
に
、
ロ
ジ
ݚ
の
吉
本

本
部
長
が
ด
会
あ
い
さ
つ

を
行
い
、「
業
界
に
は
対
応

す
べ
き
課
題
が
山
積
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
に
も
学
び
が

重
要
で
あ
り
、こ
の
１
年
間
、

と
も
に
ݚ
さ
ん
を
重
ね
て
い

き
た
い
」と
క
め
く
く
っ
た
。

事
業
ঝ
ܧ
を
౿
ま
え
、
会
社

を
ܧ
ぐ
目
的
を
໌
確
に
す
る

こ
と
や
、
経
Ӧ
者
と
し
て
の

力
ྔ
を
高
め
る
必
要
性
を
ૌ

え
た
。

後
半
の
σ
ỹ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
で
は
、
関
根
氏
と
ࠤ
藤

文
平
本
部
長
を
は
じ
め
、
青

年
部
メ
ン
ό
ー
が
登
ஃ（
写

真
）。
経
Ӧ
者
や
次
世
代
経

Ӧ
者
か
ら
د
せ
ら
れ
た
೰

み
、࣭
問
に
つ
い
て
౴
え
た
。

事
業
報
告
ॻ
お
よ
び
༌
送
実

੷
報
告
ॻ
を
׆
用
し
て
集

計
・
分
ੳ
し
た
も
の
で
、６

年
度
ܾ
ࢉ
݁
Ռ
に
つ
い
て
଎

報
஋
を
取
り
ま
と
め
、今
後
、

全
ト
ڠ
経
Ӧ
分
ੳ
ௐ
ࠪ
の
݁

Ռ
を
౿
ま
え
、
最
終
報
告
と

す
る
༧
定
。

集
計
݁
Ռ
に
よ
る
と
、
売

上
高
は
૿
Ճ
し
、
ࠇ
ࣈ
ا
業

の
ׂ
合
は
半
数
を
超
え
た
一

方
、
車
྆
୆
数
10
୆
以
下
の

事
業
者
で
は
ґ
વ
と
し
て
੺

ࣈ
ا
業
の
ׂ
合
が
高
く
、
ݫ

し
い
経
Ӧ
環
境
が
続
い
て
い

る
ほ
か
、
全
ト
ڠ
の
経
Ӧ
分

ੳ
事
業
や
中
小
ا
業
৴
用
อ

ݥ
法
業
種
ࢦ
定
ܧ
続
に
向
け

た
༌
送
ྔ
実
態
ௐ
ࠪ
へ
の
ڠ

力
、
お
よ
び
中
小
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
向
け
経
Ӧ
਍

அ
、
自
Ո
用
ܰ
༉
供
څ
施
ઃ

੔
උ
ࢧ
ԉ
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
ಋ
入
ଅ
進
ࢧ
ԉ
な
ど
各

事
業
の
取
次・受
付
を
行
う
。

ݚ
म
事
業
で
は
、経
Ӧ
者・

؅
ཧ
者
の
育
成
を
目
的
に
、

経
Ӧ
能
力
向
上
や
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
を
ਤ
る
経
Ӧ
者
η
ϛ
ナ

ー
・
パ
ソ
コ
ン
η
ϛ
ナ
ー
を

実
施
す
る
ほ
か
、
中
小
ا
業

大
学
校
受
講
料
の
ॿ
成
、
物

流
経
Ӧ
࢜
課
程
の
実
施
、
全

ト
ڠ
と
の
ڞ
催
に
よ
る
η
ϛ

ナ
ー
の
実
施
な
ど
に
取
り
組

て
、
経
Ӧ
改
ળ
対
策
事
業
、

ݚ
म
事
業
、
༌
送
相
ஊ
件
数

実
੷
、
苦
৘
ॲ
ཧ
状
況
な
ど

の
進
௙
を
報
告
。
人
ࡐ
育
成

を
目
的
と
し
た
η
ϛ
ナ
ー
・

ݚ
म
会
に
つ
い
て
は
、
会
場

開
催
と
̬
̴
̱
開
催
を
ซ
用

し
、
ࢀ
Ճ
者
の
ෛ
୲
ܰ
ݮ
を

む
。
こ
の
ほ
か
、
ロ
ジ
ス
ς

ỹ
ク
ス
ݚ
ڀ
会
・
青
年
部
・

ঁ
性
部
の
ࡾ
組
৫
の
׆
動
を

ࢧ
ԉ
す
る
。

༌
送
相
ஊ
業
務
で
は
、
一

ൠ
都
民
や
会
員
事
業
者
な
ど

か
ら
の
༌
送
相
ஊ
へ
の
対

応
、
༌
送
相
ஊ
所
の
प
知
、

引
越
ト
ラ
ブ
ル
の
ະ
વ
防
止

の
ప
底
、
༌
送
相
ஊ
員
ݚ
म

の
実
施
を
ப
に
、
ར
用
者
か

ら
の
相
ஊ
・
苦
৘
ॲ
ཧ
へ
の

的
確
な
対
応
を
ਤ
る
と
と
も

に
、会
員
事
業
者
へ
の
ॿ
・ݴ

ࢦ
ಋ
を
行
う
た
め
、
༌
送
相

ஊ
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
৘

報
ڞ
有
を
進
め
て
い
く
方
਑

だ
。

ਃ
し
ࠐ
み
は
３
月
９
日
ま

で
。
౦
ト
ڠ
ϗ
ー
ム
ϖ
ー
ジ

ʗ
η
ϛ
ナ
ー
৘
報
の
開
催
案

内「
受
講
ਃ
ࠐ
フ
Ỽ
ー
ム
」

か
ら
行
う
。

る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

̔
年
度
事
業
の
進
め
方
に

つ
い
て
は
、
経
Ӧ
改
ળ
対
策

事
業
と
し
て
引
き
続
き
౦
ト

ڠ
経
Ӧ
分
ੳ
ௐ
ࠪ
を
実
施
す

˜
問
い
合
わ
せ
先
ử
౦
ト

ڠ
業
務
部
ڭ
育
ݚ
म
・
༌
送

（̜
ὸ
03
・
３
３
５
９
・
４

１
３
７
）

ए
ख
ҭ
੒
ͷ
࣮
ફ
法

ਓ
ࡐ
ఆ
ண
ͷ
ϙ
イ
ン
τ

ମ
ݧ
ஊ
か
ら
ア
υ
ό
Π
ε

事
業
ঝ
ܧ
の
৺
ߏ
͑
を
঺
հ

೉ہଧഁ΁खΛ取Γ߹͏ དྷ
೥
౓
ࣄ
ۀ
ͷ
ਐ
Ί
ํ
৹
ٞ

ܦ
Ӧ
෼
ੳ
ௐ
ࠪ
݁
Ռ
を
ใ
ࠂ

東ト協 ܦӦڭҭ委員会

౦
τ
ڠ

三
組
織
合
同
新
年
会

౦
τ
ڠ

ܦ
Ӧ
者
η
ϛ
φ
ồ

東ト協 ૊৫߹ಉηϛφʔࡾ
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౦
ト
ڠ
ロ
ジ
ス
ς
ỹ
ク
ス

ݚ
ڀ
会（
吉
本
঎
一
本
部
長
）

は
２
月
６
日
、
౦
ト
૯
合
会

館
で
令
和
７
年
度
ୈ
２
回

「
ロ
ジ
ݚ
η
ϛ
ナ
ー
」
を
開

催
し
、
ࡾ
組
৫
の
メ
ン
ό
ー

が
ࢀ
Ճ
し
た
。

η
ϛ
ナ
ー
で
は
、
あ
か
ね

く
さ
法
律
事
務

所
・
ห
ޢ
࢜
の

֯
田
ஐ
ඒ
氏
が

「
৬
場
に
お
け
る
ϋ
ラ
ス
メ

ン
ト
を
防
止
す
る
た
め
の
ϊ

ウ
ϋ
ウ
」
を
ς
ー
マ
に
講
演

し
た
。

֯
田
氏
は
、
部
下
へ
の
ࢦ

ಋ
ڭ
育
に
お
い
て
、
行
き
ա

ぎ
た
ࢦ
ಋ
は
パ
ϫ
ー
ϋ
ラ

ス
メ
ン
ト（
パ
ϫ
ϋ
ラ
）と

౦
ژ
都
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
ద

正
化
事
業
ࢦ
ಋ
ҕ
員
会（
٠

஑
正
ߒ
ҕ
員
長
）は
２
月
18

日
、
౦
ト
૯
合
会
館
で
令
和

７
年
度
ୈ
２
回
ҕ
員
会（
̬

（
案
）
を
৹

議
・
ঝ
認
し

た
。開

催
に
当

た
り
٠
஑
ҕ

員
長
は
、「
ద

正
化
事
業
で

は
巡
回
ࢦ
ಋ

な
ど
を
通

じ
、
事
業
者

が
法
令
に
ै

っ
て
ద
正
な

運
Ӧ
を
行
う

た
め
、
運
行

؅
ཧ
や
車
྆

؅
ཧ
の
改
ળ
点
を
確
認
し
、

不
උ
の
ࢦ
ಋ
や
̜
メ
ン
ௐ
ࠪ

業
務
の
ਪ
進
、
՟
物
自
動
車

運
送
事
業
安
全
性
ධ
価
事
業

（
̜
マ
ー
ク
制
度
）の
ී
ٴ

に
努
め
て
い
る
。引
き
続
き
、

ҕ
員
会
と
し
て
ॿ
ݴ
し
て
い

き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

議
事
で
は
、
今
年
度
の
事

業
実
施
݁
Ռ（
今
年
１
月
ま

で
）を
報
告
。
巡
回
件
数
は

１
０
７
２
件（
લ
年
ಉ
期
比

3Ā
件
ݮ
）、
૯
ࢦ
ಋ
件
数
は

２
９
１
１
件（
ಉ
２
７
５
件

ݮ
）で
、
こ
の
う
ち
ϫ
ー
ス

ト
５
の
合
計
は
１
２
０
５
件

と
な
り
、
全
体
の
41
・
４
ˋ

を
઎
め
た
。

通
常
巡
回
ࢦ
摘
߲
目
の
ϫ

ー
ス
ト
５（
ࢦ
摘
率
）で
は
、

施
」は
ݮ
গ
し
た
。ま
た
、「
新

規
ޏ
用
者
受
਍
ະ
実
施
」「
ݕ

ࠪ
߲
目
不
଍
」「
深
໷
ै
事
者

年
２
回
ະ
実
施
」
の
ࢦ
摘
も

૿
Ճ
し
た
。
લ
年
ϫ
ー
ス
ト

４
Ґ
の「
੔
උ
؅
ཧ
者
ݚ
म

ະ
受
講
」（
18・̔
ˋ
）は
、「
ݚ

म
ະ
実
施
」
の
ࢦ
摘
が
大
෯

に
ݮ
গ
し
た
。

続
い
て
、̔
年
度
事
業
実

施
計
画（
案
）が
৹
議
さ
れ
、

巡
回
ࢦ
ಋ
に
よ
る
運
送
事
業

の
ద
性
化
ਪ
進
、
̜
マ
ー
ク

制
度
の
ී
ٴ
拡
大
、
苦
৘
へ

の
ద
੾
な
対
応
を
׆
動
重
点

と
す
る
方
਑
が
ଧ
ち
出
さ
れ

た
。通

常
巡
回
は
１
３
４
０
事

業
所
、
個
ผ
ࢦ
ಋ
は
１
̔
０

事
業
所
を
༧
定
。
̙
・
̚
ධ

̴
̱
ซ
用
）を
開
催
し
、
今

年
度
の
౦
ژ
都
ద
正
化
事
業

実
施
機
関
に
よ
る
事
業
実
施

݁
Ռ
を
報
告
す
る
と
と
も

に
、̔
年
度
事
業
実
施
計
画

「
ಛ
定
の
運
స
者
に
対
す
る

ಛ
ผ
な
ࢦ
ಋ
の
ະ
実
施
」

（
3þ
・
２
ˋ
）が
最
多
と
な

り
、
こ
の
う
ち「
高
ྸ
者
ࢦ

ಋ
ະ
実
施
」
の
ࢦ
摘
が
最
も

多
い
。
次
い
で
、「
定
期
点

ݕ
ະ
実
施
」（
31
・
４
ˋ
）で

は
、「
１
年
分（
４
ຕ
）の
อ

ଘ
な
し
」
が
最
も
多
く
、
ϫ

ー
ス
ト
３
Ґ
の「
ಛ
定
の
運

స
者
に
対
す
る
ద
性
਍
அ
の

ະ
受
਍
」（
25
・
９
ˋ
）で
は
、

「
ద
ྸ
਍
அ
ະ
受
਍
」「
初
೚

਍
அ
ະ
受
਍
」
の
ॱ
に
ࢦ
摘

が
多
い
。「
݈
߁
਍
அ
ະ
受

਍
」（
25
・
７
ˋ
）が
લ
年
ಉ

期
比
で
૿
Ճ
し
、
ϫ
ー
ス
ト

４
Ґ
と
な
っ
た
。
こ
の
う
ち

「
関
係
ॻ
類
ະ
提
示
」
が
૿

Ճ
し
、「
受
਍
対
象
者
ະ
実

౦
ト
ڠ
ौ
谷
ࢧ
部（
田
中

秀
樹
ࢧ
部
長
）、
世
田
谷
ࢧ

部（
種
ࢠ
田
ਗ਼
ࢤ
ࢧ
部
長
）、

目
ࠇ
ࢧ
部（
土
屋
秀
໌
ࢧ
部

長
）は
２
月
1þ
日
、
౦
ト
૯

౦
ト
ڠ
文
ژ
ࢧ

部（
੕
野
ণ
߁
ࢧ

部
長
）と
๛
島
ࢧ

部（
়
ו
ږ
ࢧ
部

長
）は
２
月
1þ
日
、
文
ژ
区

の
文
ژ
区
民
η
ン
タ
ー
で
令

和
７
年
度「
運
స
者
講
श
会
」

を
合
ಉ
で
開
催
し
た
。

開
催
に
先
立
ち
、
੕
野
ࢧ

部
長
が
あ
い
さ
つ
し
、「
７

年
度
は
、
事
ނ
૿
Ճ
な
ど
で

ݫ
し
い
一
年
と
な
っ
た
が
、

国
土
ަ
通
ল
の

施
策
動
向
や
高

市
早
苗
首
相
の

合
会
館
で「
ト

ラ
ッ
ク
ద
正
化

ೋ
法
の
֓
要
と

多
様
化
す
る
点

呼
講
श
会
」
を

合
ಉ
で
開
催
し

た
。開

会
に
当
た

り
田
中
ࢧ
部
長

は
、「
関
৺
の

高
い
ト
ラ
ッ
ク

ద
正
化
ೋ
法
、

ಛ
に
改
正
՟
物

自
動
車
運
送
事

業
法
に
つ
い
て

ղ
説
す
る
と
と

も
に
、
多
様
化
す
る
点
呼
に

対
応
す
る
た
め
、
各
メ
ー
カ

ー
に
点
呼
機
ث
の
঺
հ
を
お

ئ
い
し
て
い
る
。
安
定
的
か

つ
持
続
可
能
な
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
の
実
現
を
目
ࢦ
し
て
ほ

し
い
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

講
श
会
で
は
、
౦
ト

ڠ
の
ࡾ
ଜ
Ғ
一
࿠
෭
会

長（
物
流
政
策
ҕ
員
長
）

が
講
師
と
な
り
、「
ト

ラ
ッ
ク
ద
正
化
ೋ
法
の

֓
要
と
こ
れ
か
ら
の
対

策
」
と
題
し
て
講
演
。

ಉ
氏
は
全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
ڠ
会
物
流
政
策
෭
ҕ

員
長
を
務
め
、
国
土
ަ

通
ল
と
法
改
正
に
向
け

た
議
࿦
を
行
っ
て
き
た

経
Ң
が
あ
り
、
現
状
で

示
さ
れ
て
い
る
σ
ー
タ

か
ら
事
業
者
が
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
や
৺
ߏ
え

な
ど
を
ղ
説
し
た
。

法
改
正
の
目
的
と
し
て
、

ト
ラ
ッ
ク
υ
ラ
イ
ό
ー
の
ద

੾
な
賃
ۚ
確
อ
や
業
界
の
࣭

の
向
上
を
挙
げ
、
公
෍
か
ら

３
年
を
目
్
に
施
行
さ
れ
る

ڐ
可
ߋ
新
制
の
ಋ
入
や
、「
ద

正
原
価
」を
下
回
る
運
賃・料

ۚ
の
制
限
に
つ
い
て
説
໌
。

ద
正
原
価
に
つ
い
て
は
、
೩

料
අ
、
全
࢈
業
の
労
ಇ
者
１

人
当
た
り
の
平
ۉ
賃
ۚ
ֹ
を

౿
ま
え
た
人
件
අ
ݮ、
価
ঈ

٫
අ
、༌
送
の
安
全
確
อ
の

た
め
に
必
要
な
経
අ
、
ҕ
ୗ

手
数
料
、
事
業
を
ܧ
続
し
て

਱
行
す
る
た
め
に
必
要
不
可

ܽ
な
౤
ࢿ
の
原
ࢿ
な
ど
を
ؚ

む
と
し
て
お
り
、
実
੎
運
賃

よ
り
上
が
る
と
૝
定
さ
れ
る
。

ࡾ
ଜ
෭
会
長
は
、「
ै
来

の
ඪ
४
的
運
賃
が
、
法
的
根

ڌ
の
あ
る『
ద
正
原
価
』
と

な
る
こ
と
で
、
運
賃
体
ܥ
の

変
化
が
༧
૝
さ
れ
る
。
ߋ
新

制
の
ಋ
入
で
事
業
者
が
ߋ
新

で
き
な
い
場
合
も
あ
る
た

め
、
今
か
ら
荷
主
に
説
໌
す

る
な
ど
४
උ
が
重
要
」
と
ૌ

え
た
。

続
い
て
、
໼
࡚
エ
ナ
ジ
ー

シ
ス
ς
ム
の
向
田
行
伸
氏

ಇ
き
方
改
ֵ
関
連
の
制
度
見

直
し
発
ݴ
も
౿
ま
え
、
現
場

の
実
態
に
ଈ
し
た
改
ળ
を
ٻ

め
て
い
き
た
い
。
白
ナ
ン
ό

ー
対
策
の
ప
底
と
業
界
の
自

ড়
を
進
め
つ
つ
、
υ
ラ
イ
ό

ー
の
安
全
と
݈
߁
を
最
優
先

に
、
օ
さ
ま
と
連
ܞ
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
ड़

べ
た
。

受
け
取
ら
れ
る
可

能
性
が
あ
る
と
説

໌
。パ
ϫ
ϋ
ラ
は
、

ᶃ
਎
体
的
な
߈
ܸ

（
๫
行
、
ই
֐
）、

ᶄ
ਫ਼
神
的
な
߈
ܸ

（
ڴ
迫
、
名
༪
ᆝき

ଛそ
ん

、
෠
ৱ
、
ͻ
ど

い
๫
ݴ
）、ᶅ
人
間

関
係
か
ら
の
੾
り

཭
し（
ִ
཭
、仲
間

外
れ
、ແ
ࢹ
）、ᶆ

ա
大
な
要
）ٻ
業

務
上
໌
ら
か
に
不

要
な
こ
と
や
਱
行
不
可
能
な

こ
と
の
強
制
࢓、
事
๦
֐
）、

ᶇ
ա
小
な
要
）ٻ
業
務
上
の

合
ཧ
性
が
な
く
、
能
力
や
経

験
と
か
け
཭
れ
た
程
度
の
低

い
࢓
事
を
命
じ
る
こ
と
、
࢓

事
を
༩
え
な
い
こ
と
）、
ᶈ

個
の
৵
）֐
ࢲ
的
な
こ
と
に

ա
度
に
立
ち
入
る
こ
と
）
Ổ

価
事
業
所
に
は
重
点
的
に
巡

回
ࢦ
ಋ
を
行
い
、
改
ળ
を
ਤ

る
。ま

た
、
今
年
度
の
̜
マ
ー

ク
制
度
の
認
定
状
況
に
つ
い

て
も
報
告
し
た
。
全
国
の
認

定
事
業
所
数（
７
年
12
月
時

点
）は
２
万
９
２
１
０
事
業

所
で
、
車
྆
数
５
୆
以
上
の

事
業
所
に
お
け
る
認
定
率
は

34
・
４
ˋ
。
౦
ژ
都
内
で
は

が「
໼
࡚
ク
ラ
ウ
υ
ܕ
点
呼

シ
ス
ς
ム
」、
ς
レ
ニ
シ
の

高
ڮ
཮
氏
が「
点
呼
シ
ス
ς

ム『
̞
̩
点
呼
キ
ー
パ
ー
』」、

౦
ژ
海
上
ϗ
ー
ル
σ
ỹ
ン
グ

ス
の
上
野
༤
羽
氏
が「
̢
̞

̢
̖
̢
̤
̬
̚
̡
̡
̣
̚

̨
̨
」
を
そ
れ
ぞ
れ
঺
հ
し

た
。ด

会
に
当
た
り
、
種
ࢠ
田

そ
の
上
で「
事
ނ
防
止
に
は

一
人
ͻ
と
り
の
安
全
確
認
と

੠
か
け
が
何
よ
り
重
要
。
今

日
の
内
༰
を
৬
場
や
Ո
ఉ
で

ڞ
有
し
ܯ、
࡯
೚
せ
に
せ
ず
、

օ
さ
ん
自
਎
の
行
動
で
ແ
事

ނ
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
」
と

呼
び
か
け
た
。

最
後
に
、
੕
野
ࢧ
部
長
が

４
月
１
日
か
ら
改
正
ト
ラ
ッ

ク
法
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に

ݴ
ٴ
。「
今
後
は
ҧ
൓
状
況

や
車
྆
؅
ཧ
、
さ
ら
に
白
ト

ラ
ར
用
ま
で
ؚ
め
て
ݫ
し
く

問
わ
れ
、ἔ
何
と
な
く
続
け

る
ἕ
経
Ӧ
は
通
用
し
な
く
な

る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
今
か
ら

体
制
੔
උ
を
進
め
、ἔ
安
け

れ
ば
૸
れ
る
ἕ
時
代
の
終
わ

り
を
見
ਾ
え
、
業
界
全
体
で

੠
を
か
け
合
い
な
が
ら
、
取

り
組
ん
で
い
こ
う
」
と
క
め

く
く
っ
た
。

Ổ
の
６
類
ܕ
に
定
義
さ
れ
て

い
る
と
し
た
。
そ
の
上
で
、

౷
計
上
、
カ
ス
タ
マ
ー
ϋ
ラ

ス
メ
ン
ト
は
૿
Ճ
܏
向
に
あ

る
一
方
、
パ
ϫ
ϋ
ラ
や
η
ク

シ
ỿ
ア
ル
ϋ
ラ
ス
メ
ン
ト
は

ݮ
গ
し
て
お
り
、
社
会
的
認

知
が
進
ん
で
い
る
と
ղ
説
し

た
。

ࢧ
部
長
は「
զ
々
の
運
賃
・

料
ۚ
は
こ
れ
ま
で
コ
ス
ト
カ

ッ
ト
の
対
象
だ
っ
た
が
、
国

が
原
価
を
認
め
る
こ
と
は
大

き
な
進
展
だ
。
現
在
、
実
施

さ
れ
て
い
る
ద
正
原
価
に
関

す
る
ௐ
ࠪ
で
は
、
ト
ラ
ッ
ク

価
֨
や
೩
料
අ
、
人
件
අ
の

σ
ー
タ
提
出
に
ڠ
力
を
お
ئ

い
し
た
い
」と
呼
び
か
け
た
。

講
श
会
で
は
、
ܯ
ࢹ

ி
富
ࡔ
ܯ
࡯
ॺ
ަ
通
課

の
๺
島
Ղ
和
課
長
代
ཧ

が
講
師
を
務
め
、
̙
̫

「̙
ࢼ
さ
れ
る
あ
な
た

の
ة
ݥ
༧
ଌ
力
～
防
ご

う
！
歩
行
者・自
స
車・

ೋ
輪
車
事
ނ
～
」
を
ࢹ

ௌ
し
、
運
స
中
に
ど
の

よ
う
な
ة
ݥ
が
考
え
ら

れ
る
か
を
ղ
説
。ಛ
に
、

４
月
１
日
か
ら
施
行
さ

れ
る
改
正
道
࿏
ަ
通
法

に
も
触
れ
、「
16
ࡀ
以

上
の
自
స
車
ར
用
者
に
も
、

青
੾
ූ
に
よ
る
取
り
క
ま
り

が
始
ま
る
。
高
校
生
も
対
象

と
な
り
、
৴
号
ແ
ࢹ
は
６
０

０
０
ԁ
、
ܞ
ଳ
電
話
の
อ
持

は
１
万
２
０
０
０
ԁ
な
ど
、

൓
則
ۚ
も
Պ
さ
れ
る
。
ま

た
、
す
で
に
ࡢ
年
11
月
か
ら

は
自
స
車
の
ҿ
ञ
運
స
も
禁

止
さ
れ
て
い
る
」と
説
໌
し
、

３
４
９
事
業
所
が
認
定
を
受

け
て
い
る
。

さ
ら
に
、
̙
・
̚
ධ
価
の

事
業
所
に
対
す
る
巡
回
ࢦ
ಋ

の
実
施
状
況
と
し
て
、
౦
ژ

で
は
約
４
ׂ
が
改
ળ
に
至
っ

た
と
報
告
し
た
ほ
か
、
ద
正

化
事
業
ௐ
ࠪ
業
務（
̜
メ
ン

ௐ
ࠪ
業
務
）に
つ
い
て
も
説

໌
し
た
。

ま
た
、
パ
ϫ
ϋ
ラ

の
対
応
策
と
し
て
、

相
ஊ
૭
口
の
੔
උ
や

プ
ラ
イ
ό
シ
ー
の
อ

ޢ
、
相
ஊ
に
よ
る
不

ར
ӹ
な
取
り
ѻ
い
の

禁
止
を
໌
確
化
し
、

प
知
・
ܒ
発
を
ਤ
る

こ
と
の
重
要
性
を
強

ௐ
し
た
。

最
後
に
ݕ
౼
事
ྫ

と
し
て
、
ै
業
員
の

問
題
行
動
に
対
す
る

上
࢘
の
ࢦ
ಋ
を
ς
ー

マ
に
、
吉
本
本
部
長
を
は
じ

め
、
ࢀ
Ճ
者
が
上
࢘
໾
と
な

っ
て
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
ܗ

ࣜ
で
実
演（
写
真
）。
感
৘
的

に
ࣤ
੹
す
る
の
で
は
な
く
、

実
৘
を
把
握
し
た
上
で
ద
੾

に
ࢦ
ಋ
す
る
姿
੎
や
、
必
要

に
応
じ
た
ݫ
正
な
対
応
の
ポ

イ
ン
ト
を
学
ん
だ
。

৬৔ϋラスϝϯト๷ࢭ΁
ಋΛϩʔルϓϨイϯάࢦ

౦
τ
ڠ

ϩ
δ
ݚ
η
ϛ
φ
ồ

݈
߁
਍
அ
ະ
ड
਍
の
ࢦ
ఠ
૿

̔
೥
౓
事
業
ܭ
ը
Ҋ
を
৹
ٞ

東ト協 適正化事業指導委員会

法
令
強
化
時
代
に
お
け
る

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
徹
底

౦
τ
ڠ
文
京
・
豊
島
支
部

運転者講習会

ద
ਖ਼
Խ
ೋ
๏
ର
Ԡ
΁
߹
ಉ
ߨ
श
ձ

東 ト 協
ୈ̎ظϒϩοΫ 渋谷・世田谷・目黒支部

電話・Ｗｅｂで健康相談
ར用Λʂ͝ʹܰؾ͓ 無料

　東ト協は、会員事業者の従業員と家族を
対象に、メンタルヘルス関係を含めた各種
健康相談に応じる「電話健康相談」を無料
で行っている。からだの健康相談は24時間
年中無休で受付。
　メンタルヘルス関係の相談には心理専門
職が相談に応じる（平日午前９時〜午後９
時／土曜日午前１０時〜午後６時）。

˗�ి࿩૬ஊ૭ޱ�˗
ϑϦʔμΠϠϧ̌̍̎̌ʵ̍̌̕ʵ̏̓̍
　あわせて、健康情報に関するWebサイ
ト・アプリ「みんなの家庭の医学」（https://
kateinoigaku.jp/団体コード＝tora）も
利用可能。

東ト協からだ・メンタルヘルス
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◎�横断歩道に接近したときは減速し、いつでも停止できるよ
うな速度で進行すること。また、運行中は前方や周囲の状
況への注意を怠らないこと。
日 時 ２月９日（月） ５時10分頃発生（晴天）
場 所 練馬区内（都道・笹目通り）
当事者 ①自転車（男性20代死亡）̫ ②事業用大型貨物車（男性50代）

順番は過失の軽重を示すものではありません

状 況

練馬区南田中

至
下
井
草

至
高
野
台

概 要
事業用大型貨物車が、笹目通りを高野台方向から下井
草方向へ直進中、右方から左方に横断歩道上を進行中
の自転車と衝突したもの。

問い合わせ先：東京都トラック協会 業務部交通・環境G
※事故速報は東ト協ホームページで PDF データも掲載しています

注：�営業用貨物車の関与事故件数とは、第１または第２当事者のどちらか一方が営業用貨物車であった事故の������
件数をいう。ただし、第１および第２当事者がともに営業用貨物車であった事故は件数を１件とする。

※表中の（前年比）は、関与事故件数のもの。

違反別  営業用トラック関与の交通事故 令和８年１月末
安全
不確認

前方
不注意

交差点
安全進行

歩行者
妨害

一時
不停止

ハンドル
ブレーキ

信号
無視

徐行
違反 右左折 その他 計

発

生

件

数

大
型

１当件数 13 3 1 0 0 0 0 0 1 1 19
関与事故件数 12 3 1 0 0 0 0 0 1 5 22
（前年比） +6 +2 −2 ±0 ±0 ±0 ±0 ±0 +1 −7 ±0

中
型

１当件数 5 4 3 0 0 1 0 0 0 1 14
関与事故件数 5 2 3 0 0 1 0 0 0 5 16
（前年比） −2 −4 −1 −1 ±0 −1 −1 ±0 ±0 −4 −14

準
中
型

１当件数 11 4 3 3 0 2 1 0 0 4 28
関与事故件数 13 3 3 3 0 2 1 0 0 12 37
（前年比） +4 −10 −2 +1 −1 +1 ±0 ±0 ±0 −8 −15

普
通
・
軽

１当件数 31 16 15 5 2 3 1 0 1 15 89
関与事故件数 33 11 18 5 2 3 2 0 1 38 113
（前年比） −3 −8 −1 +2 −3 −5 ±0 −1 +1 +12 −6

合
計

１当件数 60 27 22 8 2 6 2 0 2 21 150
関与事故件数 63 19 25 8 2 6 3 0 2 60 188
（前年比） +5 −20 −6 +2 −4 −5 −1 −1 +2 −7 −35

死
者
数

大型貨物車（１当） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
中型貨物車（１当） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
準中型貨物車（１当） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
普通・軽貨物車（１当） 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 2

ɹྩ࿨̔೥݄̍
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͠ɺ̕ऀࢮਓͰલ೥ಉظ
ൺ̎݅ݮগͱͳͬͨɻ
ɹӦۀ༻՟෺ंͷؔ༩ࣄ
ʢ「ҧ൓ผ」දのԼஈ「஫」ނ
রʣൃࢀ ੜ݅਺ʢຊ೥ྦྷ
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たくさんの 笑顔が走る
　首都東京
たくさんの 笑顔が走る
　首都東京
たくさんの 笑顔が走る
　首都東京
たくさんの 笑顔が走る
　首都東京

౦
ژ
都
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会

ঁ
性
部（
原
ྰ
ࢠ
本
部
長
）

は
１
月
22
日
、
౦
ト
૯
合

会
館
で
、
ঁ
性
׆
༂
ਪ
進

を
ς
ー
マ
に
౦
ژ
都
࢈
業

労
ಇ
ہ
と
意
見
ަ
׵
を
行

っ
た
。
ࡢ
年
５
月
に
続
く

開
催
。
ঁ
性
部
か
ら
は
原

本
部
長
の
ほ
か
、
内
田
ᚙ

ࢠ
・
藤
Ҫ
ઍ
枝
ࢠ
・
藤
田

༝
ඒ
ࢠ
・
吉
田
ѥ
ل
・
土

屋
໌
ࢠ
の
各
෭
本
部
長
が

ࢀ
Ճ
。
都
ଆ
か
ら
は
、
࢈

֓
要
に
つ
い
て
説
໌
が
あ

り
、
ޏ
用
・
ब
業
分
野
に
お

い
て
ঁ
性
が
個
性
や
能
力
を

発
揮
で
き
る
環
境
を
੔
උ

し
、
持
続
可
能
で
୭
も
が
生

き
生
き
と
暮
ら
す
社
会
の
実

現
を
目
ࢦ
す
と
し
た
。
ج
本

ཧ
念
を
定
め
、都
、事
業
者
、

経
済
ஂ
体
、
都
民
そ
れ
ぞ
れ

の
੹
務
を
໌
確
化
す

る
と
と
も
に
、
ࢦ
਑

を
策
定
す
る
方
਑
も

示
さ
れ
た
。

意
見
ަ
׵
で
は
、
全
労
ಇ

者
の
う
ち
ঁ
性
労
ಇ
者
の
ׂ

合
が
４
ׂ
を
下
回
る
場
合
に

必
要
と
す
る
取
り
組
み
の

目
安
を
巡
り
、
原
本
部
長
が

物
流
業
界
、
と
り
わ
け
ト
ラ

ッ
ク
運
送
分
野
で
ঁ
性
׆
༂

が
進
ん
で
い
な
い
現
状
を
説

໌
。
ࢠ
育
て
世
代
が
υ
ラ
イ

ό
ー
と
し
て
ಇ
く
と
な
る

と
、
手
荷
໾
を
は
じ
め
ै
事

で
き
る
業
務
が
限
定
さ
れ
る

ほ
か
、
ٸ
ප
時
の
อ
育
園
送

ܴ
に
対
応
す
る
代
ସ
υ
ラ
イ

ό
ー
の
確
อ
は
、
中
小
事
業

者
に
と
っ
て
は
大
き
な
ෛ
୲

に
な
る
と
ࢦ
摘
し
た
。

ま
た
、
運
స
中
や
഑
送
先

で
の
ト
イ
レ
確
อ
な
ど
環
境

੔
උ
の
重
要
性
を
挙
げ
、
ঁ

性
の
ޏ
用
ଅ
進
に
は
イ
ン
フ

ラ
੔
උ
を
ؚ
め
た
行
政
ࢧ
ԉ

౦
ト
ڠ
は
２

月
５
・
６
日
の

２
日
間
、
౦
ト

૯
合
会
館
７
階

大
会
議
ࣨ
で
令

和
７
年
度「
労
務
講
श
会
」

（
̬
̴
̱
ซ
用
）を
開
催
し
、

会
員
事
業
者
の
୲
当
者
ら
が

受
講
し
た
。

྆
日
と
も
ୈ
１
部
で
は
、

講
師
と
し
て
཮
上
՟
物
運
送

事
業
労
ಇ
ࡂ
֐
防
止
ڠ
会

（
཮
ࡂ
防
）
本
部
安
全
؅
ཧ

࢜
の
ງ
野
߂
ࢤ
氏
が「
な
く

そ
う
労
ࡂ
事
ނ
」
を
ς
ー
マ

に
講
演
。

ງ
野
氏
は
、
改
正
労
ಇ
安

全
Ӵ
生
法（
安
Ӵ
法
）が
７

年
５
月
に
公
෍
さ
れ
、
今
年

１
月
以
降
、
段
階
的
に
施
行

さ
れ
る
༧
定
で
あ
る
こ
と
に

触
れ
、「
多
様
な
人
ࡐ
が
安

全
で
安
৺
し
て
ಇ
き
続
け
ら

れ
る
৬
場
環
境
の
੔
උ
を
目

的
に
、
個
人
事
業
者
な
ど
に

対
す
る
安
全
Ӵ
生
対
策
の
ਪ

進
や
৬
場
の
メ
ン
タ
ル
ϔ
ル

ス
対
策
の
強
化
な
ど
が
盛
り

ࠐ
ま
れ
て
い
る
」
と
ղ
説
し

た
。
さ
ら
に
、「
今
年
４
月

か
ら
は
、
労
ಇ
者
と
ಉ
一
の

場
所
で
作
業
を
行
う
個
人
事

業
者
౳
も
、
安
Ӵ
法
の
อ
ޢ

対
象
お
よ
び
義
務
主
体
と
な

る
」と
説
໌
し
た
。

続
く
ୈ
２
部
で
は
、
社
会

อ
ݥ
労
務
࢜
・
本
部
労
務
相

ஊ
員
の
高
ڮ
ᚸ
޾
氏（
５
日
）

と
小
林
߂
和
氏（
６
日
）が

そ
れ
ぞ
れ「
36
ڠ
定
౳
ಧ
出

ॻ
類
と
労
務
؅
ཧ
の
実
務
」

に
つ
い
て
講
演
。

が
不
可
ܽ
と
ૌ
え
た
。

一
方
で
、
運
స
業
務
に
お

け
る
உ
ঁ
の
賃
ۚ
差
は
な

く
、
物
流
は
24
時
間
Ք
ಇ
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
ر
๬
す

る
労
ಇ
時
間
に
応
じ
た
対
応

な
ど
ब
業
機
会
૑
出
の
可
能

性
が
あ
る
点
も
強
ௐ
。
物
流

の
２
０
２
４
年
問
題
に
൐
う

υ
ラ
イ
ό
ー
不
଍
が
続
く

中
、
ঁ
性
υ
ラ
イ
ό
ー
の
׆

༂
༨
地
は
大
き
い
と
説
໌
し

た
。
こ
の
ほ
か
、
உ
性
中
৺

の
঎
श
׳
の
見
直
し
、
ࢠ
育

て
と
࢓
事
と
の
྆
立
ࢧ
ԉ
策

の
さ
ら
な
る
広
報
・
̥
̧
に

よ
る
प
知
が
必
要
と
い
っ
た

意
見
が
挙
が
っ
た
。

都
࢈
業
労
ಇ
ہ
で
は
、７

月
１
日
に
施
行
さ
れ
る
条
ྫ

に
ج
づ
く
ࢦ
਑
案
の
策
定
に

向
け
、
各
業
界
ஂ
体
と
の
意

見
ަ
׵
を
実
施
中
。
現
場
の

੠
を
施
策
に
൓
ө
さ
せ
る
考

え
で
、
現
在
は
都
議
会
で
৹

議
が
行
わ
れ
て
い
る
。

業
労
ಇ
ہ
૯
務
部
ಇ
く
ঁ
性

応
ԉ
୲
当
部
長
の
吉
Ӝ
޺
実

氏
、
ಉ
部
ا
画
ௐ
੔
課
౷
ׅ

課
長
代
ཧ
の
ࢠ
ۚ
݈
ೋ
氏
が

出
੮
し
た
。

๯
಄
、
ࡢ
年
12
月
24
日
に

制
定
さ
れ
た「
౦
ژ
都
ޏ
用・

ब
業
分
野
に
お
け
る
ঁ
性
の

׆
༂
を
ਪ
進
す
る
条
ྫ
」
の

小
林
氏
は
๯
಄
、「
労
ಇ

ج
४
法
は
今
年
４
月
１
日
の

改
正
が
見
送
ら
れ
た
た
め
、

改
正
は
早
く
て
も
来
年
４
月

以
降
、
１
年
程
度
Ԇ
期
さ
れ

る
見
通
し
」
と
ݴ
ٴ
し
、
そ

の
上
で「
２
０
２
４
年
問
題

の
中
、
行
政
は
荷
主
・
元
請

事
業
者
へ
の
ࢦ
ಋ
や
ト
ラ
ッ

ク
・
物
流
̜
メ
ン
に
よ
る
実

態
把
握
を
進
め
、
待
機
時
間

࡟
ݮ
な
ど
現
場
環
境
の
੔
උ

を
ਤ
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た

流
れ
を
受
け
、
今
年
４
月
以

降
は
実
運
送
事
業
者
へ
の
ྟ

ݕ
ௐ
ࠪ
が
本
֨
化
す
る
だ
ろ

う
」
と
༧
ଌ
。
こ
れ
を
౿
ま

え
、
労
ಇ
ج
४
؂
ಜ
ॺ
の
ྟ

ݕ
ௐ
ࠪ
を
લ
提
に
、
早
め
の

確
認
と
改
ળ
が
必
要
に
な
る

と
ࢦ
摘
し
た
。

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
に
よ
り
活
躍
期
待

౎
ঁ
ੑ
׆
༂
ਪ
ਐ
৚
ྫ
で
ҙ
ݟ
交
׵

改
ਖ਼
安
Ӵ
๏
の
要
఺
ղ
આ

臨
検
見
据
え
管
理
徹
底
を

東ト協 ࿑຿ߨशձ

東ト協 女性部
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ܯ
ࢹ
ி
ަ
通
部
は
２
月
５

日
、
౦
ژ
都
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会

を
通
じ
て
会
員
事
業
者
に
対

し
、「
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
に
対
す
る
ަ
通
安
全
対
策

の
さ
ら
な
る
強
化
ਪ
進
に
つ

い
て
」
の
文
ॻ
を
発
出
し
、

ަ
通
事
ނ
防
止
対
策
へ
の
ڠ

力
を
要
請
し
た
。

今
回
の
要
請
は
、
１
月
28

日
に
ߐ
౦
区
内
の
ަ
差
点
で

発
生
し
た
大
ܕ
ト
ラ
ッ
ク

（
白
ナ
ン
ό
ー
ダ
ン
プ
カ
ー
）

˔
警
察
庁
、「
令
和
７
年
中

の
ަ
通
事
ނ
死
者
数
に
つ
い

て
」
を
公
ද
す
る
。
全
国
の

ަ
通
事
ނ
件
数
・
死
者
数
・

ෛ
ই
者
数
が
い
ず
れ
も
લ
年

を
下
回
り
、
死
者
数
は
ઓ
後

最
গ
を
ߋ
新
す
る（
６
日
）

˔
国
土
交
通
省
、「
大
ܕ
車

の
車
輪
୤
落
事
ނ
防
止
に
係

る
令
和
７
年
度
ۓ
ٸ
対
策
の

実
施
」
に
つ
い
て
、
関
係
ஂ

体
に
対
し
再
प
知
を
行
い
、

事
ނ
防
止
対
策
に
積
極
的
に

取
り
組
む
よ
う
ٻ
め
る（
７

日
）˔

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協

会
、
運
స
者
ڭ
育
の
一
環
と

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
は

２
月
16
日
、
ୈ
６
回「
ト
ラ

ッ
ク
υ
ラ
イ
ό
ー
の
た
め
の

ҩ
ྍ
機
関
の
か
か
り
方
と
෰

ༀ（
実
ફ
ฤ
）」（
写
真
）と
題

し
た
動
画
を
公
開
し
た
。

し
て「
動
画
഑
৴
に
よ
る
運

స
者
ڭ
育
」を
開
始
す
る（
̔

日
）˔

東
ト
協
運
輸
安
全
委
員

会
、
ਢ
լ
神
社
で
会
員
事
業

者
の
ަ
通
安
全
・
事
ނ
防
止

の
ف
ئ
を
行
う
。あ
わ
せ
て
、

だ
る
ま
の
目
入
れ
ࣜ
を
ࣥ
り

行
い
、
安
全
運
స
に
努
め
る

こ
と
を
੤
う（
９
日
）

˔
東
ト
協
、『
ಡ
売
新
聞
』

（
都
内
・
多
摩
൛
）に
、３
週

連
続
の
シ
Ϧ
ー
ズ
全
面
広
告

を
ܝ
ࡌ
す
る（
1þ・24・31
日
）

˔
東
京
ト
ラ
ッ
ク
業
界
、

ઍ
代
田
区
の
ఇ
国
ϗ
ς
ル
౦

ژ
で
令
和
̔
年「
౦
ژ
ト
ラ

ッ
ク
業
界
新
年
ަ
׻
会
」
を

開
催
す
る
。
౦
ト
ڠ
、
౦
ژ

都
ト
ラ
ッ
ク
ަ
通
Ҩ
ࣇ
౳
ॿ

成
財
ஂ
、
౦
ژ
都
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
ڠ
ಉ
組
合
連
合

会
、
཮
上
՟
物
運
送
事
業
労

全
ト
ڠ
で
は
、
長
時
間
運

స
に
ै
事
す
る
υ
ラ
イ
ό
ー

は
受
਍
の
タ
イ
ϛ
ン
グ
を
逃

し
や
す
く
、
ま
た
ༀ
の
正
し

ಇ
ࡂ
֐
防
止
ڠ
会
౦
ژ
都
ࢧ

部
会
の
ڞ
催（
23
日
）

˔
警
視
庁
、
ަ
通
部
長
に

ԕ
藤
ݦ
࢙
氏
が
ब
೚
す
る

（
23
日
）

˔
中
小
企
業
庁
、
ࡢ
年
９

月
に
実
施
し
た「
価
֨
ަ
ব

ଅ
進
月
間
」
の
フ
Ỽ
ロ
ー
ア

ッ
プ
ௐ
ࠪ
݁
Ռ
と
し
て
、「
発

஫
者
Ϧ
ス
ト
」
を
公
ද
す
る

（
23
日
）

˔
東
ト
協
、
ୈ
１
回「
ト

ラ
ッ
ク
フ
ỻ
ス
タ
̩
̤
̠
̮

̤
２
０
２
６
実
行
プ
ロ
ジ
ỻ

ク
ト
ϫ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

会
議
」
を
開
催
す
る
。
フ
ỻ

ス
タ
開
催
日
は
９
月
12
日

（
土
）、
会
場
は
ࡢ
年
ಉ
様
、

ौ
谷
区
の
代
々
木
公
園（
野

外
ス
ς
ー
ジ
・
イ
ϕ
ン
ト
広

場
・
έ
Ϡ
キ
ฒ
木
）と
す
る

（
2Ā
日
）

い
使
い
方
へ
の
ཧ
ղ
不
଍
が

安
全
運
行
に
影
響
を
ٴ
ぼ
す

ڪ
れ
が
あ
る
と
し
て
、
υ
ラ

イ
ό
ー
が
今
回
の
動
画
を
空

き
時
間
に
ࢹ
ௌ
し
た
り
、
݈

߁
؅
ཧ
や
運
行
؅
ཧ
の
ڭ
育

用
π
ー
ル
と
し
て
׆
用
す
る

こ
と
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

ࡢ
年
度
は「
υ
ラ

イ
ό
ー
の
食
生
׆
と

݈
߁
؅
ཧ
」
を
ς
ー

マ
と
し
た
ܒ
発
動
画

を
６
本
制
作
・
公
開
。

今
年
度
は「
υ
ラ
イ

ό
ー
の
押
さ
え
て
お

き
た
い
ϔ
ル
ス
έ
ア

ポ
イ
ン
ト
」と
し
て
、

運
動
や
ਭ
຾
、
ҩ
ྍ

機
関
の
か
か
り
方
・

෰
ༀ
な
ど
を
ς
ー
マ

に
、
全
̔
回
の
動
画

を
ॱ
次
公
開
し
て
い

く
༧
定
。

に
よ
る
死
๢
事
ނ
を
受
け
た

も
の
。
大
ܕ
ト
ラ
ッ
ク
が
ࠨ

ં
時
に
、
横
அ
歩
道
通
ա
中

の
高
ྸ
歩
行
者
と
ি
ಥ
後
、

現
場
を
立
ち
ڈ
る
と
い
う
重

大
事
ނ
で
、
運
స
者
は
通
常

ୁ
ั
さ
れ
て
い
る
。

ܯ
ࢹ
ி
は
、
ಉ
事
ނ
が
通

学
・
通
勤
時
間
ଳ
で
の
発
生

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
多
く

の
人
を
ר
き
ࠐ
む
重
大
事
ނ

に
発
展
す
る
ڪ
れ
が
あ
っ
た

と
ࢦ
摘
。
こ
れ
を
౿
ま
え
、

業
務
中
の
運
స
に
つ
い
て

は
、
ಉ
時
間
ଳ
に
お
け
る
଎

度
抑
制
を
は
じ
め
、
一
時
ఀ

止
や
৴
号
९
क
な
ど
の
ج
本

的
な
ަ
通
ル
ー
ル
の
ప
底
と

と
も
に
、
横
அ
歩
道
通
ա
時

の
安
全
確
認
の
ྭ
行
な
ど
、

運
స
者
に
対
す
る
ࢦ
ಋ
؂
ಜ

を
強
化
す
る
よ
う
ٻ
め
て
い

る
。ま

た
、
道
࿏
ަ
通
法
で
は

事
ނ
発
生
時
の
ા
ஔ
と
し

て
、
運
స
者
は
、
ᶃ
直
ち
に

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
は

こ
の
ほ
ど
、「
運
行
؅
ཧ
業

務
と
安
全
マ
ニ
ỿ
ア
ル
」（
令

和
̔
年
２
月
改
గ
൛
、写
真
）

を
発
ץ
し
た
。

ಉ
マ
ニ
ỿ
ア
ル
は
、
՟
物

公
正
取
引
ҕ
員
会
は
、
荷

主
と
物
流
事
業
者
と
の
取
引

実
態
を
把
握
す
る
た
め
、「
荷

主
と
の
取
引
に
関
す
る
実
態

ௐ
ࠪ
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実

施
し
て
い
る
。
ௐ
ࠪ
は
ಠ
઎

禁
止
法
に
ج
づ
く「
物
流
ಛ

घ
ࢦ
定
」
の
९

क
状
況
を
確
認

し
、
取
引
の
公

正
化
を
ਤ
る
こ

と
が
目
的
で
、

全
国
の
約
４
万

事
業
者
を
対
象

に
行
わ
れ
る
。

自
動
車
運
送
事
業
法
、

՟
物
自
動
車
運
送
事
業

༌
送
安
全
規
則
、
道
࿏

運
送
車
྆
法
な
ら
び
に

道
࿏
ަ
通
法
に
つ
い
て

ղ
説
し
、
運
行
؅
ཧ
者

を
は
じ
め
、
༌
送
に
ै
事
す

る
人
々
の
安
全
༌
送
確
อ
に

ࢿ
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

も
の
。
今
回
の
改
గ
で
は
、

令
和
５
年
３
月
以
降
、
ॱ
次

見
直
さ
れ
た
対
面
点
呼
と
ಉ

ௐ
ࠪ
案
内
は
、
２
月
２
日

付
け
で
公
取
ҕ
よ
り
ௐ
ࠪ
対

象
事
業
者
へ
発
送
さ
れ
て
お

り
、
現
場
の
実
態
を
政
策
に

൓
ө
さ
せ
る
重
要
な
ௐ
ࠪ
と

し
て
、
会
員
事
業
者
へ
の
प

知
と
積
極
的
な
ڠ
力
を
呼
び

か
け
て
い
る
。

本
ௐ
ࠪ
で
は
、
荷
主
に
よ

る
ങ
い
た
た
き
の
有
ແ
な
ど

も
࣭
問
߲
目
に
ؚ
ま
れ
て
お

り
、
公
取
ҕ
が
令
和
５
年
に

公
ද
し
た「
労
務
අ
の
ద
੾

な
స
Շ
の
た
め
の
価
֨
ަ
ব

に
関
す
る
ࢦ
਑
」を
౿
ま
え
、

車
྆
を
ఀ
止
、
ᶄ
ෛ
ই
者
の

ٹ
ޢ
、
ᶅ
ほ
か
の
ަ
通
事
ނ

を
防
ぐ
た
め
の
ة
ݥ
防
止
ા

ஔ
、
ᶆ
ܯ
࡯
へ
の
通
報
・
報

告
Ổ
Ổ
を
行
う
こ
と
が
定
め

ら
れ
て
い
る
。

ಉ
ி
は
౦
ト
ڠ
を
通
じ

て
、
会
員
事
業
者
に
対
し
、

運
స
者
へ
の
運
行
લ
後
の
点

呼
ప
底
や
安
全
運
స
ࢦ
ಋ
に

Ճ
え
、
勤
務
状
況
や
݈
߁
状

態
な
ど
の
૯
合
的
な
把
握
と

؅
ཧ
を
行
っ
た
上
で
、
ർ
労

や
ス
ト
レ
ス
ܰ
ݮ
に
も
഑
ྀ

し
た
৬
場
環
境
づ
く
り
を
ؚ

め
、
業
界
全
体
で
の
ަ
通
事

ނ
防
止
対
策
の
さ
ら
な
る
強

化
ਪ
進
に
ڠ
力
を
ٻ
め
た
。

募
集
期
間
は
３
月
øú
日
ま
で
。

現
行
制
度
で
は
、
電
ࢠ
঎

取
引
拡
大
な
ど
を
背
景
に
、

༌
送
需
要
が
集
中
す
る
ラ
ス

ト
マ
イ
ル
分
野
に
お
い
て
、

ྫ
外
的
に
自
Ո
用
車
に
よ
る

有
ঈ
運
送
を
認
め
て
い
る
。

今
回
の
改
正
案
で
は
、
こ
う

し
た
需
要
の
波
動
に
ॊ
ೈ
に

対
応
す
る
た
め
、
ᶃ
ڐ
可
୆

数
の
上
限
を
ઃ
け
ず
、
事
業

用
車
྆
数
に
ج
づ
く
年
間
Ք

ಇ
日
数
の
ൣ
ғ
内
で
の
ಉ
時

Ք
ಇ
୆
数
を
制
限
し
な
い
、

ᶄ
年
間
Ք
ಇ
日
数
に
よ
る
運

用
に
よ
っ
て
、
ར
用
者
の
需

要
に
対
応
し
た
効
率
的
な
༌

送
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
ࠔ
೉

で
あ
る
場
合
に
、
シ
ス
ς
ム

౦
ژ
都
は
、
౦
ଜ
山
都
市

計
画
道
࿏「
３
・
４
・
15
の

２
号
新
౦
ژ
所
୔
ઢ
」
の
う

ち
、
ਗ਼
੉
市
内
の
新
小
ۚ
Ҫ

֗
道
か
ら
࡛
ۄ

ݝ
所
୔
市
境
ま

で
の
約
１
・
６

ἅ
㍍
区
間
を
、

２
月
14
日
午
後
３
時
に
ަ
通

開
์
し
た
。

ަ
通
開
์
さ
れ
た
の
は
、

ਗ਼
੉
市
中
ਗ਼
ށ
１
ஸ
目
地
内

か
ら
ಉ
市
中
里
２
ஸ
目
地
内

な
ど
に
よ
る
時
間
؅
ཧ
を
લ

提
に
、
年
間
Ք
ಇ
日
数
の
ൣ

ғ
内
で
時
間
୯
Ґ
で
有
ঈ
運

送
を
可
能
と
す
る
Ổ
Ổ
な
ど

を
ப
に
、
制
度
の
஄
力
化
を

ਤ
る
。

通
ୡ
は
３
月
に
発
出
、
�

月
か
ら
の
施
行
を
༧
定
し
て

い
る
。
地
域
に
と
っ
て
不
可

ܽ
な
༌
送
力
の
確
อ
や
、
物

流
サ
ー
ビ
ス
の
持
続
可
能
な

提
供
の
実
現
に
つ
な
げ
る
ૂ

い
。意

見
は
電
ࢠ
政
府
の
૯
合

૭
口（
̴
㏯̜
̾
ͅ
）の
ほ
か
、

メ
ー
ル
や
̛
̖
̭
、
༣
送
で

も
受
け
付
け
る
。
د
せ
ら
れ

た
意
見
は
ݕ
౼
の
上
、
制
度

ઃ
計
に
൓
ө
す
る
方
਑
だ
。

౳
な
点
呼（
ԕ
ִ
点

呼
・ờ
業
務
લ
・
業

務
後
Ở
自
動
点
呼
）

の
告
示
内
༰
を
ܝ
ࡌ

し
た
ほ
か
、
６
年
４

月
ద
用
の
改
ળ
ج
४

告
示
の
内
༰
を
ܝ
ࡌ

し
て
い
る
。

ಉ
マ
ニ
ỿ
ア
ル

は
、
全
ト
ڠ
ϗ
ー
ム

ϖ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
υ

可
能
。

中
小
物
流
事
業
者
が
原
ࢿ
を

確
อ
で
き
る
取
引
環
境
の
੔

උ
に
向
け
た
ج
礎
ࢿ
料
と
し

て
׆
用
さ
れ
る
。

回
౴
は
専
用
̬
̴
̱
サ
イ

ト
か
ら
行
う
方
ࣜ
で
、
公
取

ҕ
ϗ
ー
ム
ϖ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ

ϖ
ー
ジ
に
あ
る「
荷
主
と
の

取
引
に
関
す
る
ௐ
ࠪ
へ
の
回

౴
は
こ
ち
ら
」
ό
ナ
ー
か
ら

ア
ク
η
ス
し
、
案
内
文
ॻ
に

ه
ࡌ
さ
れ
た
ロ
グ
イ
ン
̞
̙

（
̔
ܻ
）と
パ
ス
ϫ
ー
υ（
̔

ܻ
）を
入
力
す
る
。
ス
マ
ー

ト
フ
Ỽ
ン
か
ら
は
、
下
ه
の

ೋ
次
元
コ
ー
υ
を
ಡ
み

取
る
こ
と
で
直
઀
回
౴

ϖ
ー
ジ
に
ア
ク
η
ス
で
き
る
。

回
౴
期
限
は
３
月
２
日

（
月
）ま
で
。
な
お
、公
取
ҕ

ま
た
は
関
係
ল
ி
の
୲
当
者

が
র
会
す
る
場
合
が
あ
る
た

め
、
回
౴
内
༰
は
２
年
間
อ

ଘ
す
る
よ
う
ٻ
め
て
い
る
。

˜
ௐ
ࠪ
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
先
ử
公
正
取
引
ҕ
員
会

物
流
ௐ
ࠪ
事
務
）ہ
ὸ
03
・

５
９
３
１
・
２
３
０
９
、
受

付
時
間
ʗ
土
・
日
༵
、
ॕ
日

を
আ
く
９
時
30
分
～
12
時
、

13
時
～
1þ
時
30
分
、
ઃ
ஔ
期

間
ʗ
３
月
６
日
ま
で
）

ま
で
の
区
間
で
、
ਗ਼
੉
ڮ
区

間
の
約
０
・
９
ἅ
㍍
と
上
ਗ਼

ށ
区
間
の
約
０
・
７
ἅ
㍍
を

ؚ
む
。
道
࿏
の
෯
員
は
18
・

０
㍍
で
、
ย
ଆ
１
車
ઢ
に
Ճ

え
て
自
స
車
専
用
通
行
ଳ
が

੔
උ
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
੔
උ
に
よ
り
、
小
ۚ

Ҫ
֗
道
で
生
じ
て
い
た
ަ
通

ौ
଺
の
؇
和
や
、
住
୐
地
に

流
入
し
て
い
た
通
ա
ަ
通
の

本
࿏
ઢ
へ
の
స
׵
が
見
ࠐ
ま

れ
、
地
域
ަ
通
の
安
全
性
や

շ
ద
性
の
向
上
が
期

待
さ
れ
る
。
な
お
、

ಉ
ઢ
の
う
ち
、
ਗ਼
੉

市
の
新
小
ۚ
Ҫ
֗
道

か
ら
࡛
ۄ
ݝ
新
࠲
市
境
ま
で

の
中
ਗ਼
ށ
区
間（
約
０
・
６

ἅ
㍍
）は
引
き
続
き
事
業
中

で
、
早
期
開
์
を
目
ࢦ
し
て

い
る
。

国
土
ަ
通

ল
は
、
ラ
ス

ト
マ
イ
ル
༌

送
の
༌
送
力

確
อ
を
目
的

と
し
た「
自

Ո
用
有
ঈ
運

送
の
ڐ
可
に

係
る
取
ѻ

い
」
の
一
部

改
正
案
に
つ

い
て
、
パ
ブ

Ϧ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
募
集

し
て
い
る
。ೋ࣍ݩίʔυ

˖݄̍෼˖

交
通
安
全
対
策
強
化
を
要
請

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の

෺
ྲྀ
ݱ
৔
ͷ
࣮
ଶ
೺
Ѳ
΁

「
運
行
管
理
業
務
と
安
全
マ
ニ
ュ
ア
ル
」を
改
訂

全
ト
協

遠隔・自動点呼など対応

運用見直しでパブコメ募集

警視庁公
取
委
荷主との取引に
関する実態調査

回
答
期
限
３
月
２
日
ま
で

ラストマイル自家用有償運送国交省

ヘ
ル
ス
ケ
ア
ポ
イ
ン
ト
動
画
全ト協

ド
ラ
イ
バ
ー
の
健
康
増
進
へ

新東京
所沢線

２
月
14
日
か
ら
交
通
開
放

清
瀬
市
１
・
６
㌔
㍍
区
間
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先
の
衆
議
院

選
挙
で
、
高
市

早
苗
首
相
が
率

い
る
自
民
党
が

圧
勝
し
、
政

界
の
様
相
は
一
変
し
た
。

「
積
極
財
政
」
へ
の
期
待

が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
真

価
が
問
わ
れ
る
の
は
こ
れ

か
ら
だ
ろ
う
◆
政
界
ほ
ど

劇
的
で
は
な
い
が
、
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
も
大
き
な

画
期
に
直
面
し
て
い
る
。

業
界
関
係
の
法
改
正
が
相

次
ぎ
、
段
階
的
に
施
行
さ

れ
つ
つ
あ
る
。
何
が
ど
う

変
わ
る
か
把
握
す
る
の
に

苦
労
す
る
ほ
ど
だ
が
、
改

正
規
定
が
効
力
を
発
揮
す

れ
ば
、
事
業
環
境
が
大
き

く
変
わ
る
可
能
性
が
あ
る

◆
今
年
４
月
か
ら
、
一
定

規
模
以
上
の
荷
主
や
物
流

事
業
者
に
、
物
流
効
率
化

計
画
の
作
成
と
実
施
状
況

の
報
告
が
、
罰
則
付
き
で

義
務
化
さ
れ
る
。
対
象
外

の
事
業
者
も
、
取
引
関
係

が
あ
れ
ば
効
率
化
策
へ
の

対
応
を
迫
ら
れ
る
◆
あ
わ

せ
て
、
運
送
の
多
重
下
請

を
制
限
し
、
２
回
以
内
と

す
る
努
力
義
務
が
課
さ
れ

る
。
一
律
に
禁
止
で
は
な

い
が
、
常
態
的
に
行
う
こ

と
は
憚は

ば
から
れ
る
。
２
次
下

請
ま
で
で
需
要
波
動
に
機

動
的
に
対
応
で
き
る
か
と

い
う
懸
念
も
あ
る
が
、
低

運
賃
で
の
下
請
が
抑
制
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
◆
施

行
段
階
で
は
さ
ま
ざ
ま
な

影
響
や
問
題
が
出
て
く
る

と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
ら

を
乗
り
越
え
、
一
連
の
法

改
正
の
趣
旨
・
目
的
を
実

現
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

に
眺
め
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
散
策

で
き
ま
す
。

午
後
の
穏
や
か
な
日
差
し
の

中
、
園
内
に
植
え
ら
れ
た
約
６

７
０
本
の
梅
の
咲
き
始
め
た
花

と
つ
ぼ
み
が
、
紅
白
の
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
と
な
り
広
が
り
ま
す
。

園
内
は
起
伏
に
富
み
、
隣
に
い

た
来
園
者
の「
こ
れ
が
馥ふ

く

郁い
く

た

る
香
り
な
の
ね
」と
い
う
会
話

を
横
で
聞
き
な
が
ら
、
ど
れ
ど

れ
と
思
い
き
り
深
呼
吸
し
て
み

ま
し
た
。
た
だ
、
こ
の
日
は
満

開
に
至
ら
ず
、
ほ
ぼ
五
分
咲
き

程
度
。
正
直
な
と
こ
ろ
、
梅
の

香
り
は
う
っ
す
ら
感
じ
る
く
ら

い
で
し
た
。

今
月
は
都
内
で
も
雪
が
降
る

な
ど
寒
い
日
が
続
い
て
い
ま
す

世田谷区立羽根木公園
住所：世田谷区代田４-38-52
アクセス：�小田急線梅ヶ丘駅から徒歩５分または

京王井の頭線東松原駅から徒歩７分

世
田
谷
区
立
羽
根
木
公
園

せ
た
が
や
梅
ま
つ
り

が
、
春
は
着
実

に
そ
こ
ま
で
来

て
い
ま
す
。
３

月
上
旬
頃
ま
で

は
見
頃
が
続
く

そ
う
な
の
で
、

満
開
の
頃
に

「
馥
郁
た
る
香

り
」
を
確
か
め

に
再
訪
し
よ
う

と
思
い
ま
す
。

今
回
は「
２
月
な
の
で
賞
梅

を
」
と
思
い
立
ち
、
世
田
谷
区

の
羽
根
木
公
園
を
訪
ね
ま
し

た
。
２
月
に
な
る
と
園
内
の
梅

林
が
次
々
と
開
花
し
、
梅
の
開

花
に
合
わ
せ
て
今
月
7
日
か
ら

３
月
１
日
ま
で「
せ
た
が
や
梅

ま
つ
り
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

梅
ま
つ
り
期
間
中
の
週
末
は
多

く
の
人
で
に
ぎ
わ
う
そ
う
で
す

が
、
平
日

は
比
較
的

落
ち
着
い

て
お
り
、

花
を
間
近

紅白の梅に春の気配

受
け
た
そ
う
で
、会
場
は
深
海

魚
専
門
の
魚
屋
の
よ
う
で
す
。

体
長
が
約
１
・
２
㍍
あ
る
、

茶
色
く
大
き
な
目
を
し
た
ヨ

ロ
イ
ザ
メ
に
つ
い
て
飼
育
員

に
聞
く
と
、絵
本
の
ユ
メ
ザ
メ

に
近
い
種
類
と
の
こ
と
。
歯

が
非
常
に
鋭
く
、上
の
歯
で
獲

物
を
逃
が
さ
な
い
よ
う
押
さ

え
、下
の
歯
で
肉
を
そ
ぎ
取
っ

て
い
く
そ
う
で
す
。

オ
オ
グ
ソ
ク
ム
シ
は

生
体
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
硬
い
甲
羅
が

あ
り
、
エ
ビ
の
よ
う

に
も
み
え
ま
す
が
、

実
は
ダ
ン
ゴ
ム
シ
の

仲
間
だ
そ
う
。
園
内

で
は
グ
ソ
ク
ム
シ
の

素
揚
げ
が
提
供
さ
れ
て

い
る
も
の
の
、
こ
の
日
は

残
念
な
が
ら
完
売
で
し
た
。

八
景
島
を
後
に
し
て
電
車

で
葉
山
町
へ
。
夕
陽
に
染
ま

る
相
模
湾
を
眺
め
な
が
ら
、こ

こ
か
ら
水
深
１
０
０
０
㍍
以

上
の
深
海
が
広
が
り
、個
性
的

な
魚
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
る
と

思
う
と
、不
思
議
な
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。

今
回
は
水
族
館
を
巡
り
、深

海
魚
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

絵
本『
ク
ジ
ラ
が
し
ん
だ
ら
』

が
静
か
な
話
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
年
老
い
て
死
ん
だ

マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
が
海

底
に
沈
み
、
深
海
に
住

む
生
き
も
の
た
ち
が
ク

ジ
ラ
を
食
べ
て
い
く
姿

を
通
し
て
、
命
の
終
わ

り
か
ら
始
ま
る
不
思
議

な
命
の
つ
な
が
り
を
描

い
た
作
品
で
す
。

絵
本
で
は
、
ユ
メ
ザ
メ
と

い
う
深
海
ザ
メ
が
、
鋭
い

歯
で
最
初
に
ク
ジ
ラ
に

噛
み
つ
き
ま
す
。
続
い

て
、コ
ン
ゴ
ウ
ア
ナ
ゴ
た

ち
が
、
サ
メ
が
空
け
た
穴

か
ら
食
事
を
始
め
ま
す
。

肉
の
匂
い
に
つ
ら
れ
て
、

タ
カ
ア
シ
ガ
ニ
や
白
ウ
ニ
、ダ

イ
オ
ウ
グ
ソ
ク
ム
シ
も
集
ま

ライターライターライター
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MO 第58回

ヨロ
イザメの歯は鋭い

深
海生物まつりに驚

く

っ
て
く
る
、と
い
う
話
で
す
。

し
な
が
わ
水
族
館
で
は
現

在
、
こ
の
絵
本
と
コ
ラ
ボ
し
た

「
め
ぐ
る
深
海
の
底
展
」
を
開

催
。
絵
本
に
登
場
す
る
、
タ
カ

ア
シ
ガ
ニ
や
ヌ
タ
ウ
ナ
ギ
な
ど

が
見
ら
れ
ま
す
。
ク
ジ
ラ
の
脊

椎
も
展
示
さ
れ
て
お
り
、
全
長

18
㍍
級
の
個
体
の
背
骨
は
、
一

つ
の
節
が
手
持
ち
鍋
ほ
ど
の
大

き
さ
で
し
た
。

ま
た
、
横
浜
・
八
景
島
シ
ー

パ
ラ
ダ
イ
ス
で
は「
深
海
生
物

ま
つ
り
」
が
開
催
中
で
、
土
日

に
は
実
際
に
魚
に
触
れ
る
体
験

も
で
き
ま
す
。
魚
は
相
模
湾
で

獲
れ
た
も
の
を
漁
師
か
ら
譲
り

２
月
は
梅
の
季
節
。
梅

は「
百
花
の
魁

さ
き
が
け」や
春
の
訪

れ
を
告
げ
る
「
春は

る

告つ
げ

草ぐ
さ

」、

香
り
の
花
と
い
う
意
味
の

「
匂
草
」
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
呼
び
名
で
親
し
ま
れ

て
き
た
。
木
々
が
ま
だ
冬

姿
の
中
、
ほ
の
か
な
香
り

を
漂
わ
せ
、
春
の
訪
れ
を

告
げ
て
く
れ
る
。

梅
見
は
、
咲
き
始
め
の

花
を
愛
で
る
「
探
梅
」、
見

頃
を
鑑
賞
す
る
「
賞
梅
」、

散
り
際
を
惜
し
み
な
が
ら

愛
で
る
「
送
梅
」と
、開
花

の
段
階
ご
と
に
呼
び
名
も

変
わ
る
。
風
流
を
気
取
ら

ず
と
も
、
通
勤
・
通
学
や

散
歩
が
て
ら
に
道
沿
い
の

れ
て
い
る
。「
令

和
」の
考
案
者

で
国
文
学
者
の
中
西
進
氏
が
い
ず
れ

も
万
葉
集
の
和
歌
に
使
わ
れ
て
い
る

語
句
か
ら
命
名
し
た
、
最
初
に
再
植

栽
さ
れ
た
６
本
だ
。

一
方
、23
区
で
は
シ
ー
ズ
ン
後
半
の

梅
を
楽
し
め
る
。
世
田
谷
区
の
羽
根

木
公
園
で
開
か
れ
て
い
る
「
せ
た
が
や

梅
ま
つ
り
」は
3
月
1
日
ま
で
。白
梅
・

紅
梅
合
わ
せ
て
約
60
品
種
６
７
０
本

が
植
え
ら
れ
、都
内
有
数
の
賞
梅
ス
ポ

ッ
ト
と
し
て
知
ら
れ
る
。
梅
花
に
は

天
神
様
伝
説
が
付
き
物
だ
が
、
こ
の

公
園
に
も
大
宰
府
天
満
宮
ゆ
か
り
の

紅
白
の「
飛
梅
」が
植
え
ら
れ
て
い
る
。

天
神
様
と
し
て
祀
ら
れ
る
、
菅
原
道

真
に
ち
な
む
一
景
だ
。

秀
賞
に
選
ば
れ
た
。

プ
レ
オ
ー
プ
ン
期
間（
２
月
14
～
20

日
）に
訪
ね
る
と
、
ま
だ
祭
り
の
に
ぎ

わ
い
は
感
じ
ら
れ
ず
、
開
花
も
こ
れ
か

ら
と
い
っ
た
印
象
。
そ
れ
で
も「
探
梅
」

気
分
で
、
約
４
・
５
㌶
の
園
内
を
散

梅
を
眺
め
た
り
、
公
園
で
香
り
を
感

じ
た
り
と
、そ
れ
ぞ
れ
の
梅
見
を
楽
し

め
る
。

花
見
と
い
え
ば
、桜
に
目
が
向
き
が

ち
だ
が
、
香
り
を
楽
し
む
点
で

は
梅
に
分
が
あ
る
だ
ろ
う
。
古

来
か
ら
梅
の
香
り
は
好
ま
れ
、フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
演
出
に
も
用
い
ら

れ
て
き
た
。
楚す

わ
え
と
呼
ば
れ
る
ま

っ
す
ぐ
に
伸
び
た
枝
の
花
を
摘

み
、衣
の
た
も
と
に
忍
ば
せ
て
香

り
を
移
し
、
密
か
な
思
い
を
伝

え
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

梅
の
香
り
を
模
し
て
つ
く
ら

れ
た
練
香（
香
料
を
練
り
固
め

た
お
香
）の「
梅
花
」
は
、
平
安
時
代

の
歌
人
、
藤ふ

じ
わ
ら
の
ふ
ゆ
つ
ぐ

原
冬
嗣
の
作
と
伝
え
ら

れ
、
春
に
最
も
用
い
ら
れ
た
。
藤
原

氏
隆
盛
の
礎
を
築
い
た
人
物
が
お
香

づ
く
り
に
も
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
か

ら
、当
時
の
お
香
の
貴
重
さ
が
う
か
が

え
る
。

梅
の
香
り
に
誘
わ
れ
て
出
か
け
た

い
名
所
は
都
内
に
も
多
く
、
梅
ま
つ

り
も
各
地
で
開
か
れ
て
い
る
。
23
区

で
は
、賞
梅
か
ら
送
梅
の
時
期
に
入
り

つ
つ
あ
る
一
方
、多
摩
地
区
で
は
こ
れ

か
ら
が
本
番
だ
。

「
10
年
目
の
梅
、
見
に
行
こ
う
！
」

と
呼
び
か
け
て
い
る
の
が
青
梅
市
。

２
月
21
日
か
ら
３
月
22
日
ま
で
梅
ま

つ
り
を
開
催
し
て
い
る
。
吉
野
梅
郷

に
あ
る
「
梅
の
公
園
」は
、
日
本
経
済

新
聞
社
の「
梅
の
名
所
ラ
ン
キ
ン
グ
」

で
日
本
一
に
選
ば
れ
た
こ
と
も
あ
る

賞
梅
の
名
所
で
、約
１
２
０
品
種
、１

７
０
０
本
以
上
の
梅
が
植
栽

さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、２
０
０
９（
平
成

21
）
年
、日
本
で
初
め
て
ウ
メ

輪
紋
ウ
イ
ル
ス（
プ
ラ
ム
ポ
ッ

ク
ス
ウ
イ
ル
ス
）が
市
内
で
確

認
さ
れ
、
感
染
拡
大
防
止
の

た
め「
梅
の
公
園
」を
は
じ
め
、

市
内
全
域
で
４
万
本
を
超
え

る
梅
樹
な
ど
が
伐
採
さ
れ
た
。

市
は
２
０
１
３（
平
成
25
）年
3
月

に「
梅
の
里
再
生
計
画
」を
策
定
し
、

再
生
・
復
興
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
、ウ
イ
ル
ス
を
抑
え
る
た
め
の
強

化
対
策
を
講
じ
た
。
２
０
１
６（
平

成
28
）
年
10
月
に
は
、
一
部
地
域
で

条
件
付
き
な
が
ら
国
か
ら
再
植
栽
が

認
め
ら
れ
、「
梅
の
公
園
」で
も
植
え

戻
し
が
始
ま
っ
た
。そ
れ
か
ら
10
年
。

今
年
の
梅
ま
つ
り
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル

は
、「
10
年
目
の
梅
、
見
に
行
こ
う
！
」

だ
。
こ
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は
、２
０
２

２（
令
和
４
）年
よ
り
地
元
小
学
校
か

ら
募
り
、
今
年
は
こ
の
作
品
が
最
優

策
し
た
。
正
面
入
口
近

く
に
は
、
元
号
「
令
和
」

に
ち
な
む
梅
が
植
え
ら

れ
た
練
香（
香
料
を
練
り
固
め

「飛梅」は羽根木公園に1995（平成7）年
に太宰府天満宮から寄贈された

「富士山スポット」

〝令和の梅〟は①三諸（みもろ）、②初花、③久
方、④万代（よろずよ）、⑤諸人、⑥百鳥（もも
とり）の6本が植えられている

春は梅見、香りに誘われて

梅
見
の
楽
し
み
方
は
色
々
と

青梅の梅林は復活
「１０年目の梅、見に行こう！」


